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ポプラ類は短期育成林業の有望な樹種として最近各地で矯殖され， 見本林の造成や山地植栽も行なわ

れ，一部ではすでに成林している現泥である。

一方天然にあっては，山火跡地の荒廃地に在来種のヤマナラシやドロノキがよく更新し，川岸低湿地に

はヤナギ類が生育して，防災上の役目をはたしている。

しかしながら，このヤナギ科植物には病虫害が非常に多く，これを度外視しては優良造林地の育成は困

難であると考えられる。

日本におけるポプラ害虫の研究は古く，稲村時街38) はヤマナラシから 22 種を記録し，その後矢野宗

幹107) はヤナギ科纏物を害するハムシ 3 種類について報告している。 また掘松次，大島喜四郎はその当

時までに判明したポプラとヤナギ類の害虫 114 種を，高橋維____.97)は 152 種の害虫をあげている。その後

斎藤孝蔵88)は朝鮮のヤナギ科の害虫として， 24 種を記載し， さらに 1935 年に河野広道，桜井清田〉は

北海道におけるポプラの害虫と農園芸業との関係を論じ， 74 種の害虫を記載している。

しかし，いずれの報告も形態，発育経過，生態などの詳しい記載はなく，害虫のリストの作成にすぎな

かった。

その後 1956 年に，筆者は従来までの文献から「ヤナギ科植物の害虫目録」を作成した。それによると

半麹目 94 種，鱗麹目 192 種，鞘麹目 99 種，膜麹目 11 種，讐麹目 8種，その他 5 種で， 日本だけで

も総数 409 種が知られていることが判明した。

その後，筆者は 1956~1963 年にかけて，ポプラ，ヤナギ属植物を加害する害虫を調査した結果，種名

のわかったものだけでも穿孔性害虫 7 科 16 種，虫痩形成害虫 3 科 8 種，食葉性害虫 22 科 87 種，合計

4 目 32 科 111 種を観察したので，ここにその結果を報告する。

調査は主として 1956~1959 年に林業試験場山形分場構内に植殺してあるポプラ類でおこなし、， 1960~ 

1963 年には当場目黒本場構内と浅川苗畑，元八王子苗畑， 実験林， これに各地の植栽地と自生種につい

て観察，採集した資料を加えたものである。 この調査結果の一部はすでにポプラ懇話会の機関誌「ポプ

ラ」町-2&) に掲載した。

本調査ならびに報告の取りまとめにあたって，数々の有益なるご指導をいただいた当場北海道支場余誇

昌資保護部長，当場藍野祐久保護部長，同今関六也前保護部長，向日塔正俊昆虫科長に深く感謝する。

また調査資料の入手に便宜をはかっていたTぷ、た東北支場野原勇太保護部長，同山形分場児玉武男，青

山安蔵，高橋三之助各技官，害虫類同定の労をとられた香川大学中条道夫教授，大阪府立大学一色周知教

授，保田淑郎氏，北海道大学久万田敏夫氏，京都府立大学中根猛彦教授， 当場昆虫第一研究室森本桂

技官，同第二研究室野測 輝技官，また加害植物のうちポプラ属は東京大学猪熊泰三教授の標示にしたが

い，その他の植物については当湯浅川実験林樹木研究室小林義雄，当場土壌調査室前田禎三各援活のお世

(1)保護部昆虫科昆虫第二研究室
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話になった。ここにこれらの諸氏に対し心より感謝の意を表する。

I 食材性昆虫

食材性害虫の被害状況と幼虫によ'.)検索

1) 加害部は地際から梢頭までの幹枝であるが地上 50 cm 以下に多く， かならず穿入手しを木屑と虫糞

でつづり蓋をする。細し、幹枝では樹皮を環状に食する。

Phassus excreseens BUTLER コウモリガ

2) 地際の樹皮下と辺材部を食し，その部分の樹皮が隆起し樹液が漏出するか，微細な木屑と糞を排出

する。幼虫の前頭前縁は飛鳥形，前胸背板に\(型の褐色の瀞がある。腹脚の鈎爪は前後 2 列にならび長短

の交互をなさない。

Aegeria asamaensis HAMPSÖN ポプラオオスカシパ

3) 若齢幼虫は柏、頭の品目い幹に，老齢幼虫は地際から根部に穿入し，ほぼ円形の虫糞を排出する。虫糞

排出羽しは円形で木屑を付着することは少ない。幼虫の前胸硬皮板は大きく後縁に微少な刺が多数ならび，

第 9 腹環節背面にも硬皮板がある。

Zeuzeγa leuconotum BUTLER ゴマフボクトウ

4) 加害部は地ぎわから根部で太い幹に多い。外部にいくらか絹糸でつづったドロドロの木屑を排出す

る。穿入孔はやや円形。幼虫の鋼部は陪紫褐色，前胸背板の硬皮板は大きく暗褐色，腹脚の鈎爪は楕円形

にならび，長短の交互をなす。

Cossus ja�onica GAEDE ボクトウガ

5) 剥皮または傷のついた部分に産卵し，幹枝の樹皮下を蛇行するかラセ γ状に食害し，辺材部に三日

月形の騎室をつくる。外部に木屑を排出しない。幼虫の各環節は明りょうで数珠形，尾端に硬化せる 1 対

の文状突起がある。

Agrilus suvorovi OBENBERGER ヤナギナガタマムシ

6) 加害部は地上 2mぐらいまでで多く，老齢木か材の腐朽部から穿入し，外部に排出する木屑はこま

かい。幼虫の前頭前縁に 2 対の歯状突起があり，前胸背板には多くの短い横簸がある。

Mego�is sinica WHITE ウスノ±カミキリ

7) 産卵箇所は直径 2~5cm の幹枝で樹皮下に 3~8 粒産下し， 加害部は 3~10cm 縦に裂け，そこ

から繊維状の木屑を排出する。幼虫の前胸背板の前部と側部に淡褐色の斑紋があり，両側部がいくらか〈

ぼむ。

Mecyni��us �ubicornis BATES イタヤカミキリ

8) 加害部は地ぎわから根部で，樹皮が隆起するか少し裂け，そこから樹液が漏出するか長さ lcm 内

外の繊維状木屑を排出し，辺材部を蛇行するか材中を縦に食害する。幼虫の前胸背板の前部には飛鳥形の

キチシ化した硬皮板があり，後部は凸形の淡褐色の硬皮板がある。

A目oþloþhora 抑alasiaca THOMSON ゴマダラカミキリ

9) 産卵箇所は幹の地ぎわから上部 50 cm 内で樹皮下に 1 粒ずつ産下し， 加害部は縦に 2~5cm 裂

け，そこから長さ 1~3cm の繊維状木屑を排出する。幼虫の前胸背板の穎粒状突起の群の概形は短形。
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Batoceγa lineolata CHEVROLAT シロスグカミキリ

10) 加害部は地上 70-200 cm 内の幹枝で， 10-20cm の間隔で 3mm 内外の虫糞排出孔をつくり，

そこからこまかい木屑を円筒形状にかためて排出する。幼虫の前胸背板の穎粒状突起の群は後縁の中央を

中心に放射線上にある。

Apriona germari jap開ica THOMSON "ワカミキリ

11) 地際から梢頭までの幹枝の辺材部と材部を食し，樹皮に残された小さな産卵孔か，少し裂けた部

分から短い繊維状木屑を排出する。細い幹校では辺材部をリング状かラセ γ状に食害する。老熟幼虫の体

長 13mm 内外，頭部を除いて乳白色で腹部に湾曲する。

Cryptorrhynchus lapathi LINNAEUS ヤナギシリゾロゾウムシ

12) 成虫は衰弱木か枯死木の幹枝の材中深く穿孔し，穿入孔から微細な粉状の木屑を排出する。

Xyleborus spp. ザイノキクイムシ類

Family HEPIALIDAE コウモリガ科

1. P hassus excirescens BUTLER コウモリガ (Plate 1; A-D)  

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY ドロノキ， P. alba LINNAEUS ギンドロ ， P. Sieboldi MIQEUEL 

ヤマナラシ， P. glandulosa NYEKI 水原ヤマナラシ， P. deltoides MARSHALL アメリカクロヤマナラシ，

P. nig問 LINNAEUS ヨーロッパクロヤマナラシ， P. tremula LINNAEUS var. Davidiana 8CHNEIDER 償

夫楊ホ， P. tomentosa CARRIERE 毛白楊*， P. nigrax P. Maximowiczii 釜測一号ポプラ*， P. japono ・

gigas 巨大ポプラヘ P. koreana REHDER チリメンドロ叱 P. simonii CARRIERE, P. koreana R. x P. 

trichocaγþa HOOKER ピースポプラ*， P. euramericana 1-154汽 I・214大 I・ 455*， P. Eucalyptus, P. 

Rochester*, P. Leipzigキ， P. Eckhof*, P. ]acomettis*, P. berolin開sis DIPPEL*, P. robusta 8CHNEIDER*, 

P. Maximowiczii H. x P. berolinensis D. *, P. bachelierii*, P. wislizenii*, P. gelrica HOUTZAGERS*, 

P. 例arilandeca Bosc*, P. regenerata HENRY汽 P. serotina HARTIG*, Populus spp. , Salix gγacilistyla 

MIQEUEL ネコヤナギ， S. Gilgiana 8EEM. カワヤナギ， S. babylonica LINNAEUS シダレヤナギ， S. 

Matsudana KOIDZ. var. tort削sa VILMORINウンリュウヤナギ， S. integra THUNB. イヌコリヤナギ，

S. Koriyanagi KIMURA コリヤナギ， S. Kinuyanagi KIMURA キヌヤナギ， S. serissaefolia KIMURA コ

ゴメヤナギ*， S. jessoensis 8EEM. シロヤナギ*， S. sachalinensis FR. 8CHM. オノエヤナギキ， S. 

subji仰がlis ANDERS タチヤナギヘ S. jap側ica THUNB. シパヤナギヘ S. Bakko KIMURA パッコヤナ

ギ*， Salix spp., Cryptomeria japonica D. DON スギ， Chamaecyparis obtusa ENDL. ヒノキ， Castanea 

crenata 8IEB. et Zucc. クリ， C. mollissima BL. シナグリ ， Ginkgo biloba LINNAEUS イチョウ，

Quercus a，ωtissima CARR. クヌギ， Q. serrata THUNB. コナラ ， Q. acuta THUNB. アカガジ， Pterocarya 

rhoifolia 8IEB. et Zucc. サワグノレミキ， ]uglans 制andschurica KITAM. オニグノレミキ， Betula platyphylla 

var. japonica (MIQ.) HARA シラカンパ， B. Maxi，附wicziana REGEL ウグイカンパヘ B. grossa 8IEB・

et Zucc. ミズメヘ Alnus firma 8IEB. et Zucc. ヤシャプシ， A. japonica 8TEUD. ハンノキ， A. 

hirsuta TURCZ. ヤマハンノキヘ Alnus spp., Corylus Sieboldiana BLUME ツノハシパミヘ c. heterophylla 

*筆者が新たに記録するもので，学名の記載は確認したもの，和名だけのものは従来まで記録されて

いるもの，以下同じ。
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FIS. var. japonica KOIDZ. ハシパミヘ C. avellana L. F. Fusco. RUBRA DIPPEL ムラサキハシパミ(欧

州、|産)*， Morus bombyds KOIDZ. ヤマクワホ， M. alba L. クワ ， Platanus orientalis L. スズカケノ

キ ， Hydrangea pani仰lata 8IEB. ノリウツギホ， Rubus palmatus THUNB. forma coptophyllus MAKINO 

キイチゴヘ Cγataegus Oxyacantha L. セイヨウサンザシヘ Spiraea chamaedryfolia L.アイズシモツ

ケペ Ailanthus altissima 8WINGLE シンジュ*， Mallotus japonicus (THUNB.) MUELL. ARG・アカメガシ

ワ*， M. Apelta MUELLER. ARG. ハクメンカンヅュ水， Aleurites cordata R. BR. アプラギリネ， Rhus 

chinensis MILL. ヌノレデペ R. ambigua LAV. ツタウルシ*， Acer Mono MAXIM. var. eurictum NAKAI 

イタヤカエデ*， A. morifoeium KOiDZUMI ヤタシマオナガカエデペ A刑:pelopsis brevipedunculata TRAUTV. 

ノブドウペ Idesia polycaγpa MAXIM. イイギリ ， Elaeagnus macrophylla THUNB. マルパグミ*， Co問us

controversa HEMSL. ミズキ*， Aucuba japonica THUNB. アオキ*， Fraxinus mandshurica RUPR. var. 

japonica MAXIM. ヤチダモ*， Trachelosper桝um asiaticum NAKAI テイカカズラキ， Clerodendron tricho・

to例制 THUNB. クサギ， C. akyusimense NAKAI アマクサギヘ Paulownia tomentosa (THUNB.) STEUD. 

キリ . P. Kawakamii lTo タイワンギリペ P. Fortunei HEMSL. ココノエギリヘ Sambucus racemosa 

subsp. Sieboldiana (MIQ.) HARA ニワトコ ， Weigela coraeensis THUNB. ハコネウツギ*， W. hort・

倒的 K. KOCH タニウツギ*， Grewia rho隅bifolia KANEHIRA ウオトリギ(台湾産*)， Hibiscus syriacus 

L.F. 八重咲ムクゲ(アノレメニヤ産)*， Pteridium aquilinum KUHN ワラピ*， Miscanthus sinensis 

ANDERSS. ススキヘ Zea Mays LINNAEUS トウモロコシ， Agropyr側 Kamoji OHWI カモジグサ*， Achyｭ

ranthes japonica NAKAI イノコヅチ*， Stellaria aquatica 8cop. ウシハコベヘ Galium Aparine L.ヤ

エムグラ*， Erigeron annuus L. ヒメジョオンヘ E. philadelphicus L.ハノレゾオン穴 Chenopodium 

alpum L. var. centrorubrum MAKINO アカザホ， Rumex japoniωS HOUTTUYN ギシギシヘ R. Acetosa L. 

スイパ*， Polygo叩1m Cuspidatum 8IEB. et Zucc. イタドリ ， P. filiforme THUNB. ミズヒキキ， Co刑melina

communis L. ツユクサ*， Boehmeria longispica 8TEUD・ヤプマオ*， Phytolacca esculenta VAN HOUTT・

ヤマゴボウ*， Pleioblastus Chino MAKINO アズマネザサヘ Artemisia spp. ヨモギ類， Asteγ Yo捌ena

MAKINO ヨメナペ Eupatoγium jap側icu蜘 THUNB. ヒヨドリノミナ*， Macieya coγdata R. BR. タケユグ

→ナ*， Dahlia pinnata CAV. ダリア ， Lilium spp. ユリ類(秋田・能代，湯沢各営林署管内，山形，新庄，

真室川，古口，酒田各営林署管内，千葉・戸崎，西谷，神奈川・下稲生，東京・目黒，浅川，元八王子，

埼玉・赤沼，福島・須賀川，栃木・藤岡〉。

生態:東北地方では 2年に 1 回の発生であるが，東京付近では 1 年で 1 世代を完了するものが多い。

1960~1962 年に当場構内のポプラ類，イイギリ，クサギなどを加害していた本種を調査した結果 1 年で

羽化したものが 81. 0%. 幼虫越冬，すなわち 2 年を要するものが 11.0%であった21)。

このように発生にずれがあることは，気候的なことばかりでなく虫自体の生理的，ことに加害植物にそ

うとう左右されるものと考える。このことは同一地方でもポプラ類， トウモロコシなどを加害したものは

1 年でほとんど 1 世代を完了するのに対し，クヌギ類. :i1 Y ，スギなどに穿入加害しているものは 2年に

1 回の発生が普通である。

しかし 1 年と 2 年で 1 世代を元了するものには幼虫，成虫の大きさにそうとうのひらきがある。

卵で越冬し，翌春の 5 月にふ化した幼虫は最初下草類の根ぎわか枯葉などをなめるように食べた後草本

類の茎中に穿入する。草本類の茎中で 3~4 齢を経過して. 6~7 月に樹木に移動するのが普通である。
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カモジグサ，ツユクサ，イノコヅチ，ウシノ、コべなどを加害した場合は穿入箇所から枯死するのが早く，

このため幼虫の生育に必要な十分な栄養をとることができず，数回移動する。ヨモギ，イタドリ，ヤプマ

オなどの太い草本類を加害した場合はまれにこの中で帰化することもある。

このように加害植物によって幼虫が樹木に移動する時期は一定していない。比較的細い幹枝では環状に

食害するだけで材中に穿入しないが，幼虫の生育に十分な太きの樹木には深く穿入する。

幼虫はときどき穿入孔にもどり，体が自由に回転できる程度に付近を食べて虫糞と木唐を集め，これを

吐き出す糸でつづり孔をふさぐ。坑道は材の長軸にそって上下につくられ，その長さは 15~30cm，隔は

6~12 mm である。 10 齢以上を経過して 8 月上旬ころより穿入孔を絹糸で蓋をして踊化する。婿期間は

2~3 週間で，嶋は腹部にある横状隆起で坑道内を自由に移動する。

成虫の出現は 8 月中旬から 10 月上旬で，最盛期は 9 月中旬ころである2町。雌雄とも羽化時刻は午後 4

~5時，活動時刻は午後 5~6 時で非常に活発に飛びながら地面に産卵する。成虫の生存期間は 6~12 日

で， 1 雌の抱卵数は 2 ， 000-8 ， 000 粒であるが，その多くは不受精卵の産卵か天敵の捕食，寄生菌による

へい死などで産卵数の多レ割に生存率が非常に悪い27)7九

本種に似たキマダラコウモリ Phas.制s si.伊ifera W ALKER の幼虫がヤナギ科植物とその他の樹木を

食害する。服部87)によると，両種の幼虫の区別点は第 9腹環節側面の硬皮板が離れているものをコウモリ

ガとし，この硬皮板が癒合しているものをキマダラコウモリとして発表した。

その後木村・五十嵐112) は当場東北支場付近でイタドリを食害している多数のキマダラコウモリの幼

虫，購，成虫を採集し，輔の識別について発表した。本種の生態につレては明らかでないが，盛岡での調

査によると成虫は 6-7 月に羽化出現し，最盛期は 7 月中旬である。ふ化した幼虫は 5齢(旋定〕内外の

大きさで越冬するらしし、3

筆者は山形県，東京都，千葉県下から採集した幼虫 800 余頭を服部の見地から調べた結果， キマダラ

コウモリらしき幼虫は山形県酒田，古口，真室川各営林署管内のスギから採集したもののなかで，わずか

5 頭にすぎなかった。

Family AEGERIIDAE スカシバガ科

2. Aegeria asamaensis HAMPSON ポプラオオスカシノミ(新称) (Plate1: E~F) 

本種は 1961 年 7 月北海道山部の東京大学演習林のポプラに激害をあたえ， これについて西口聞は形

態，生態の概要と被害状況などを報告した。筆者は 1959 年 7 月，秋田市内で官舎の周辺に植栽しである

8 年生(宜径1O~15 cm) のウンリュウヤナギ数本の根元から老熟幼虫と婚を採集し，成虫を飼育羽化さ

せた。本種はいままで北海道，本州，四国で成虫が採集されていただけの，かなり珍らし\，、種類であるら

しし和名もなく生態，加害植物などについての記録はまったくなかったものである。

形 態:成虫の体長 26mm 内外。開張 35~40mm。体は黒色で前胸節，腹部中央節，腹部末端 2 節は

黄褐色。麹は透明で一見ノ、チ類に見える。幼虫の体長 35~40mm. 腹部はやや円筒形であるが胸部は属

平。前胸と第 8 腹環節の気門はとくに大きく同大，第 2~7腹環節の気門がやや大きい。腹脚は尾脚を含

めて 5対あり，その鈎爪は前後 2列にならぴ，長短の交互をなさなし、。体は乳白色か少し褐色を帯びる。

頭部は赤褐色で頭楯は波状。前胸の硬皮板は淡赤褐色でとくにV型の濃赤褐色斑がある。踊の体長 30mm

内外，腹部背面の各節に鋸歯状突起がならぶ。
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加害植物 : Sa1ix Matsudana KOlDz. var. tortuosa VILMORIN* (秋田市)，ポプラ類(北海道，山部)83)

生 態:満 2年に 1 回の発生で，秋田市での成虫出現は 7 月上旬から中旬であるが，北海道山部では 7

月中旬から 8 月上旬であるとし、う。 1 雌の抱卵数は約 1 ， 500 粒である。西口 88) の観察によると卵はおも

に幹基部の樹皮上か根ぎわの地上に，数卵ずつがパラパラに産下し，卵期間は 10 日内外である。ふ化し

た幼虫はただちに樹皮下に潜入し，若齢時代は樹皮の内側を食べ，微細な木屑と糞を外部に排出する。樹

皮下で幼虫で越冬し翌年は辺材部を不規則に食害するが材中深く穿入することはない。 2 回目の越冬後

6 月ころより樹皮下で木屑をつづり，その中で嫡化し，体の半分を外部に出して羽化する問。

3. Synanthedon hector BUTLER コスカシパ

加害植物 : Salix gracilisty1a MIQEUEL, Popu1us sp. , Pi抑制us spp. (サクラ類)， Ma1us spp. (リンゴ

類)， (山形・釜測，東京・目黒，浅川〉

生態:年 1 回の発生で，幼虫で越冬する。成虫は 6~9 月に出現し，粗皮の裂け目などに産卵する。

幼虫は太い樹皮下と辺材部を食害するのが普通であるが，まれに lcm 以下の細い幹枝の材部も食べる。

加害部からは褐色の虫糞と樹液を流出する。果樹の害虫として知られており，ヤナギ科植物では被害は少

ない。

Family COSSIDAE ボクトウガ科

4. Zeuzera leuco施。tum BUTLER ゴマフボクトウ (Plate 2 : A~B) 

形態:老熟幼虫の体長 40~55mm。体は円筒形で，胸部は最も太く，頭部は胸部にくらべて非常に

小さい。第 8腹環節以後は細くなる。前胸硬皮板は大きく，その後縁に微小な刺を多数ならベ，第 9 腹環

節背面にも硬皮板がある。腹脚は尾脚を含めて 5対，その鈎爪は祷円形の潔状にならび，長短の交互をな

す。

加害植物 : Popu1us el抑制ericana 1 ・ 154*， P. Max抑制iczii HENRY, P. grandis*, Sa1ix gracilisか1a

MIQ., Budd1eja japonica HEMSL. フジウツギキ， Styrax japonica SIEB・ et Zucc. エゴノキ*， Lyonia 

elliptica (SIEB・ et Zucc.) ÛKUYAMA ネジキ大 Eurya japonica THUNB. ヒサカキペ Casta叩ea crenata 

SIEB. et Zucc. , Quercus serrata THUNB. (山形・釜測， 秋田・東北パノレプ豊島苗畑， 東京・浅川， 埼

玉・赤沼，千葉・戸崎)，ヤマナラシ，クヌギ，ナラ，プナ，モミジ，ニレ， トネリコ，カペ ナシ， リ

γゴ，ザクロ，ツパキ，ツゲ，ウグイスカグラ，チャ。

生態: 2~3年で 1 回の発生のようである。成虫は 6~7 月に現われ樹皮に 1 粒ずつ産卵する。若齢幼

虫(1年目〉では太い幹よりも細い幹枝を加害しやすく，成長するにしたがって地ぎわから根部に穿入す

る。 PEACE96) の報告によるとヨーロッパに産する近似種の Z. pyrina も細い幹枝を加害しやすいという。

穿入孔は 3~5mm の円形で，そこから外部にやや円形の虫糞(木唐〕を排出し，坑道内には虫糞と木暦

を残さない。老熟幼虫は 5 月中旬ころに穿入孔の近くにもどり，虫糞と木屑で繭状物をつくりその中で踊

化する。羽化の際は体の過半を外部に出す22)。

5. Cossus japonica GAEDE ポクトウガ (Plate 2: C~F) 

形態:老熟幼虫の体長 55mm。体は扇平であるが，全体がほぼ同じくらいの太きである。胴部は暗

紫褐色，腹面は淡色。刺毛は長くその基部には小さな暗色の基板がある。前胸の硬皮板は大きく騒褐色の

斑絞があり，中胸にも背面に 1 個の大きな硬皮板と側面に 3個の小さな硬皮板とがあり，後胸にも小さな
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2 対があり，いずれも体と同色である。腹脚は尾脚を含めて 5 対，鈎爪は楕円形の環状にならび，長短の

交互をなす。卵は楕円形で先が少しとがり， 1. 2 X O. 7 rnrn，薄黒色で網目状の模様がある。

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ., Salix serissaefolia KIMURA*, S. 

jessoensis SEEM.ヘ S. sachalinensis FR.. SCH:M.*, Salix sp. , Quercus seγrata TI-IUNB. (山形・釜2時U ，

東京・浅)[1)， クヌギ，クリ，ノ、ンノキ，ニレ， トリネコ，シナノキ，イタヤ，カシワ，ケヤキ，グノレミ，

サクラ 69)。

生態 :2~3年で 1 回の発生のようである。成虫は 6~7 月に出現し，日当たりのよい林縁木か単木

の太い樹幹の根元の樹皮に多数の卵を塊状に産下する。産卵数のわりに生存率が低く，完全な成長をとげ

るのは一樹幹に数頭にすぎず，共食いなどで大部分は失われる。若齢幼虫では辺材部を食べるがしだいに

材部深く穿入し幹の上下に卵形の坑道をつくる。外部には樹液と混じったドロドロの木屑を排出し，穿入

手しが少し絹糸でつづられることもある。老熟幼虫は穿入孔近くにきて粗雑な甑状物をつくりその中で踊化

する問。

Family BUPRESTIDAE タマムシ科

6. Agrilus suvorovi OBENBERGER ヤナギナガタマムシ (Plate 3 : A~G) 

黒沢町によると，本種は最初ウスリーおよび北満から記載されたものであるが，華北から朝鮮，樺太に

いたる地方に広く分布し，日本からは全く記録がないが，北海道および本州の各地に点々と産し，ヤナギ

類を加害する。 GrovANNI, M.  ARRU切によると北イタリーのポプラ類にこれまでとくに大被害をあたえ

たり，注意をひいたことのない Agrilus suvorovi OB. による被害がしばしばおこり困っているとし寸。

また DOANE87) によるとヨーロッパやアメリカでは近似種の A. anxius GORY がポプラ， カンパなどを

加害し大害をあたえるとし、う。

筆者は 1956 年山形県釜測で川岸に自生するコゴメヤナギ(胸高直径 18 crn) の校の一部を加害してい

るのを目撃した。これの加害はしだいに増加し， 1958 年には幹や枝の樹皮下が不規則に食害されて完全

に枯死した。

形 態:成虫の体長 6~9mrn。背面は普通光沢ある緑色でやや銅色を帯びるが，唐金色，藍青色と変

化がある，触角は短く，第 4 節より鋸歯状。麹端近く会合部に縦にわずかな銀灰色短毛がある。老熟幼虫

の体長 15~20 rnrn。体はやや円筒形で乳白色。頭部は前胸内に大部分引き込まれ小さい。前胸は第 1~

7腹環節と同大。中，後胸と第8~9腹環節は小さく同大。第 10 腹環節は硬化した 1 対の叉状突起があ

る。第 1~7腹潔節背板両面の周縁近くに明りような斑点がD状に点在する。

加害植物: Salix serissaefolia KIMURA*, S. Koriyanagi*. , Salix sp. (山形・釜胤長野・小諸〉。イ

タリーでは Populus eu印刷ericana， “Canadian" C? p. deltoides var. Moniliferaxp. Nigra) , “Caroli

nian" (? P. deltoides var. missouriensis x P. nigra) P. alba などを加害するという問。

生 態: 1 年に 1 回の発生で，成虫は 5 月下旬から 7 月上旬にかけて出現する。健全木の樹皮の剥離し

た部分や，衰弱した幹枝の樹皮に産卵する。幼虫は樹皮下を蛇行するかラセン状に食害する。老熟幼虫は

10 月ころ材部浅く穿入して三日月形の蝋室をつくりその中で越冬し， 翌春婦化しつづいて!成虫となり，

半円形の飛孔を穿って脱出する2的。

GrovANNI, M.  ARRU31)によると成虫は 5 月中旬から 8 月に出現し，樹皮の裂け目などに 2 ~17: 産卵す
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る。幼虫に加害された樹皮の部分は乾燥し，皮下は枯れ，風で折れる弱L、場所となり，この部分に腕枯病

の寄生を受けている。植栽後 1 年のポプラはとくに変化が多く，被害は 2~3年後にもくり返される。最

初の年に加害されなかったポプラに翌年または 2 年目に被害があることは普通みられなし、。

これで明らかなように，野外定植過程に関連する危機がこの原因をつくる主要な要因の 1 っと考えるこ

とができる。北イタリーでのよい植栽方法は， 2 年生幹， 2~3年生根で地上1.3mで 8~15cm の円周

があり， 6~9mの高さがあるものを植える。強い木は決して害を受けてレず，土の悪い状態，悪い植え

方，または水分不足の場合は害を受けるとし、ぅ。

Family CERAMBYCIDAE カミキリムシ科

7. Megopis sinica WHITE ウスパカきキリ (Plate 4 : A~B) 

加害植物 : PO仰lus Sieboldi MIQ. , P. Maxi桝owiczii HENRY, P. nigra LINNAEUS, P. alba Lペ Salix

Sp. (山形・釜2月U ， 東京・目黒，浅JII )，シダレヤナギ，キリ， ニレ， トネリコ， ヤチダモ， カシワ，ナ

ラ，ニセアカシア，アカメガシワ，そのほかモしマツ類では腐朽木か枯死木に産卵する5mm93108%

生態:成虫は本州南部では 6 月ころから発生するが，北部，北海道では 7 月中旬から 8 月中旬に出現

する。産卵箇所は地上 2mぐらいまでの幹で外傷あるいは他の病虫害などによる樹皮の損傷部に多く，幹

が腐朽している場合には腐朽部と材の閑に産卵するようである。松下町によると， 1 雌の抱卵数は 253~

260 粒である。幼虫は材の長軸の方向に上下に穿孔し，坑道の長さは 50cm にも達する。坑道内には虫

糞と繊維状の木屑が充満し，坑道の横断面は長楕円形で2年目になると長径 30mm， 短径 llmm ぐら

いに達するが，ときには横に広く食い拡げられ，多少不規則な形になることもある。

老熟幼虫は樹皮の近くにきて，坑道よりやや広い嫡室をつくり，後方を木屑でふさぎ頭部を外部に向け

て踊化する。踊期聞は約 2 週間。材部で十分成熟した新成虫は嫡室から円形の飛孔を穿って脱出する。経

過は明らかでないが， 1 世代の完了に少なくとも 2 か年を要するらしし畑、

本種はキリの害虫として知られていたが，近年ポプラ類の増殖にともなって各地のポプラに被害がみら

れ，ことに在来種のヤマナラシ， ドロ，ニグラ，ギンドロなどの老齢木はほとんどこの害を受けているよ

うである。

8. Mecynippus pubicornis BATES イタヤカミキリ (Plate 4 : C~ F) 

加害植物 : Populω bachelieri SOLEMACHER*, Salix subfragilis ANDERSペ S. integra THUNB.ぺ S.

japonica THUNB.*, S. Kinuyanagi KIMURA*, S. sachalinensis KIMURA*, S. gracilistyla MIQ・(山形

・釜測，東京・浅JII)，イタヤカエデ，カツラ，ウリハダカエデ、町55)問。

生態: 2 年に 1 回の発生で，成虫は 7~8 月に出現して新檎の皮部を後食する。雌虫は健全木の幹枝

の樹皮を縦に長さ 3~10cm かじり，日割れに似た産卵痕をつくり，卵を樹皮下に規則正しく 1 列に 3~

8 粒，まれに 10 数粒産みつける。産卵箇所は根元近くから高さ 2mぐらいまでの範囲で，直径 2~5cm

ぐらいの太さの部分に多い。 1 雌の抱卵数は1O~18 粒。山形県北部での成虫出現の最盛期は 8 月中旬，

東京・浅川では 8 月上旬である。

卵期間は 10 日内外，ふ化した幼虫ははじめ辺材部を不規則に食ぺた後材部浅く蛇行し，およそ 1 か月

半ぐらし、で体長 13mm 内外となり，長さ 5~9cm の坑道をつくる。成長するにしたがって上下に移動

する。 10 月下旬ころ幼虫がかみ切った木屑で坑道内の両端をふさぎ， ここで越冬する。翌春 3 月中旬こ
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ろよりふたたび食ぺ，外部に新しい木屑を排出する。

幼虫態で 2 度目の冬をこし 6 月上旬ころより坑道の先端に繊維状木屑をつめて帰化する。新成虫は踊室

内で 1 週間ぐらいすごし，嫡室から水平に外部に向かつて飛孔をつくり脱出する。飛孔はほぼ円形で直径

6~8mm である8河川小島56)によると幼虫の齢期は 5齢で，卵期間は 7~10 日間， 1 齢期は 20~30 日

間で 1 年自の冬を多くは 3齢で越冬するが 2齢で越すものもあり，また少数で・はあるが 4齢で越冬する

ものがあるという。 2 年目の冬は 4~5齢で越すのが普通である。踊期間は 14~17 日。したがって， 1 

世代に 2 か年を要するのが普通で，きわめてわずかなものが 1 か年で 1 世代を完了するものもあるとい

う。また藤村3幻は通常 1 か年で 1 世代を完了するという。

9. Anoplophora malasiaca THOMSON ゴマダラカミキリ (Plate 5 : A~C) 

加害植物 : Populus alba LINNAEUS, P. nigra L., P. Maximowiczii HENRY, P. nigrax P. Maxi-

問。ωiczii*， P. e~げamericana 1-214*, Salix jessoensis 8EEM.叱 S. serissaefolia KIMURA*, S. gracilistyla 

MIQ., S. sachalinensis FR. 8CHM., S. Koriyanagi KIMURA, Alnus spp. (山形・釜測，東京・目黒，

浅JII，埼玉・赤沼)，シダレヤナギ，イヌコリヤナギ， ミカン， クワ， クノレミ，シラカンパ，キマメ，ア

カメガシワ，スズカケノキ，イチジク，パラ， リンゴ，ナシその他.2)白川〉。

生態: 2 年に 1 回の発生で，成虫は 6~8 月に出現し，最盛期は 7 月である。成虫は新梢の皮部を後

食し，雌は比較的太い木の地ぎわから 30cm 内の樹皮をかみ，その傷痕に 1 粒ずつ数か所にまとめて産

卵する。 7 月下旬から 8 月中旬に採集した 1 雌の抱卵数は 6 ~20 粒であった。卵期聞は約 1 週間。

幼虫ははじめ辺材部を食するが，成長するにしたがって材中深く穿入し，中心部をトンネノレ状に食べ，

2年目には幹を 1 周して上下に移動しながら加害する。加害部は縦に少し裂け，若齢幼虫ではこまかく，

成長するにしたがって繊維状の長さ 1cm 内外の木屑を排出する。老熱幼虫は坑道の末端部で踊化し，新

成虫は直径 llmm 内外の円形の飛孔を穿って脱出する。

地ぎわから根部に被害が多く， 1 樹幹に数頭の幼虫が生息し，辺材や心材を縦に不規則に食害するので

枯死することが多い。

産卵習性は，ヤナギ科植物を加害する他のカきキリムシ類と異なり，卵は木質部に達することがなく，

成虫のかみ切った樹皮肉に産卵し，そのためポプラ，ヤナギ類でも樹皮の厚い樹種を要求するようであ

る。またポプラとハンノキを混植した場合，ハンノキ類を好んで加害する 16叩町

1叩O. Batocera lineolata CHEVROLAT シロスジカミキリ (Plate 5 : D~F) 

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY*, P. Sieboldi MIQ., P. alba LINNAEUS*, P. Ro-

chester, Populus spp. , Salix serissaefolia KIMURA*, Salix sp. , Betula grossa 8IEB. et Zucc. , Castanea 

cr開。ta 8IEB. et Zucc. , Quercus acutissima CARR., Q. serrata THUNB., Alnus japonica 8TEUD. (山

形・釜測，東京・浅川 1，千葉・戸崎，福島・須賀111，栃木・藤岡)，ナラ， ミズナラ，カシ， ウラジロカ

シ，カシワ，アカガシ，アラカシ，シイ，キリ，イヌプナ，イチジク， ピワ，シダレヤナギその他S町制的

。
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生態 :2~3年に 1 回の発生で，成虫は 6 月ころから出現し，幹枝の皮部を後食する。雌は樹皮を木

質部に達するまでかみ，木質部にくぼみをつくり，この部分に縦に 1 粒ずつ，その近くに 2~6粒産卵す

る。この場合幼齢木よりも 5cm 以上の太い木を選んで産卵することが多い。卵期間は 2~3 週間で，ふ

化した幼虫は辺材部を浅く食害し，ほぼ三角形の食痕を形成する。この穿入孔のある箇所は樹皮が膨起
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し，かつ縦に裂けそこから繊維状木屑を排出する。成長するにしたがって材の長軸にそって上下する。坑

道の横断面は楕円形で嫡室近くでは長径 30mm 内外，短径 10~20mm，坑道の長さは 20cm 内外で幼

虫期間の長い割に坑道が短L、。老熟幼虫は外部に近い坑道の先端部にやや広L、踊室をつくり，下方に長い

繊維状の木屑をつめて踊化し， 10 月ころに材中で成虫となり， そのまま越冬した後 7~8 月に 15~20

mm の円形の飛孔をつくり脱出する21)町、

小島町によると幼虫期間は 14 か月か，さらに 1 年を延引しておか月であり，嫡期間は長くとも 4 か

月，材中での成虫期間は少なくとも 8 か月を要するとしみ。

11. Apriona germari japonica THOMSON クワカミキリ (Plate 6 : A~C) 

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY*, P. Sieboldi MIQ.て P. alba LINNAEUS*, P. deltoides 

angulata*, P. euramericana 1・455穴 I・ 214セ P. japono-gigas*, P. gelrica*, P. Jacomettis*, P. 

nigraxp. Maxi刑owiczii*， P. alba x P. Sieboldi*, Populus spp., Salix serissaefolia KIMURA *, 

Cinna.削O刑U隅 Campho叩 SIEB. クスノキ*， (山形・釜測， 秋田・東北パノレプ豊島商畑， 東京・目黒， 浅

川，元八王子，小石川植物園)，シダレヤナギ，コリヤナギ，イワヤナギ，クワ，イチジク，カシ，シイ，

ビワ，キイチゴ， リンゴ，ナシ， ミカン，クルミ，スズカケノキ，サンザシ，エレ，サルスベリその他85)

0
 

8
 

田5
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生 態 :2~3年に 1 回の発生で，成虫は 7~8 月に出現して新梢の樹皮を後食する。産卵は下校に多

く，おもに幹枝の基部付近を馬蹄形に傷つけ，その中に 1 粒ずつ， 1 樹幹に少なくとも数か所産卵する。

卵期聞は 10 日内外で，ふ化した幼虫は直ちに材部に穿入し，その年の秋か翌春に心材部に達し，その後

は上下に向かつて穿孔する。幼虫は坑道から外部にほぼ直角に孔をうがって木屑を排出する。この樹皮面

につくられた虫糞排出孔は卵形かやや円形で 3mm 内外である。

この虫糞孔の間隔は個体によって差がみられ，また虫体の成長にともなってその距離も長くなり， 1 年

目の若齢幼虫では 3~7 cm , 2~3 年目の老熟幼虫では 10~21 cm となる。 八木110) によると平均して第

1~2 の虫糞孔の距離は約 3cm，第 2~3 は 6cm，第 3~4 と第 4~5 は約 9cm，第 5~6 と第 7 の

距離は 12 cm，第 7~8 の距離は 15cm ぐらいと L 寸。

この虫糞孔は嫡化するまで 5~13 ぐらいつくられる。排出する木屑は若齢幼虫ではこまかく，樹液と

まじって軟らかくなり，とくにポプラ類では樹液が多いので，その下にある業や樹幹に固まって付着して

いるが，成長するにしたがって円筒形か鋸暦のようにはなれて排出されるので，これによって現在食害し

ている部分や，幼虫の生育状態なども知ることができる。これらの孔は成長旺盛な木では樹皮が癒合する

が，衰弱木ではふさがらない1町25% 本種の被害は東北地方では少ないが，東京付近のポプラ類ではいちじ

るしい被害が見られる。

そのほか A問問ia 抑制chata orientalis PLAVILSTSHlKOV ジャコウカきキリはヤマナラシ，ヤナギ類の生

木の幹枝の材部に穿孔し， 3~4年に 1 回の発生を行なう 69)。また， Chloridolum thaliodes BATES オオ

アオカミキリの幼虫はヤナギ， ドロノキ，ニレ類の樹幹を加害しむと Rosalia batesi HAROLD ノレリボシカ

ミキりはヤナギ，コブシ，カエデ，プナ，クルミなどの樹幹や伐採木に穿孔する目、また Pseudaeolesthes

chrysothrix BA  TES キマダラカミキリの幼虫はヤナギ，カシ，クヌギ，カシワ， ネムノキの半ば枯れた木

の幹に穿孔し， Rhゆaloscelis unifasciatus BLESSIG ヒトオピアラゲカミキリはヤナギ，ポプラ類の枝に集

まり産卵するという問。



本邦産ポプラおよびヤナギ属植物の害虫(遠因〉 一-11 ー→

Family CURCULIONIDAE ゾウムシ科

12. Cryptorrhynchus lapathi L以NAEUS ヤナギシリグロゾウムシ (Plate 6 : D~F) 

加害植物 : Populus Max抑制iczii HENRY, P. alba L. , P. nigra L., P. deltoides MARSHALL, P. 

Sieboldi MIQ. , P. alba X P. Sieboldi*, P. nigra X P. Maxi隅O叩iczii*， P. deltoides angulata汽 P.

japono-gigas*, P. si伽onii CARRIER汽 P. ko抑制a REHDER*, P. Grandidentata汽 P. cura制ericana

I・455*， 1・ 214* ， 1 ・ 154ぺ P. koreana X P. trichocarpaぺ P. nigra X P. tγichocarpa大 P. gelrica*, 

P. Bachelieri SOLEMACHER*, P. deltoides var. missouriensis*, P. robusta SCHNEIDERキ， P. marilｭ

andica Bosc*, P. Eucalypt叫s*， P. Jac，仰lettis*， P. Eckhof*, P. Rochester*, P. Leipzig*, P. Bacheｭ

lieri SOLEMACHER, Oxford poplarて Populus spp. , Salix serissaefolia KIMURA*, S. Bakko KIMURAて

S. jessoensis SEEMペ S. gracilistyla MIQ・ (山形・釜測，秋田・東北パノレプ豊島苦畑，群馬・根羽沢，

福島・須賀川，栃木・藤岡，東京・白黒，浅川，元八王子，小石川植物園)，ハンノキ，ヵ γパ68)0

生 態: 1 年に 1 回の発生であるが，山形県釜測での調査によると卵と成虫で越冬し，東京付近では卵

態で越冬する。

成虫で越冬したものは 5 月に出現し，加害樹上を活発に筒行，交尾後雌は口吻で樹皮に産卵孔を掘り，

樹皮下に 1 卵ずつ産みつけるか，時には集中的に数卵産下する。

卵で越冬したものは 4 月にふ化し，若齢幼虫は樹皮下を広く食ぺ，細い木の場合には皮下をリ γグ状に

食べるだけで材中に苦手入しないこともある。太い幹枝では辺材部または材の長輸にそって上下に穿坑し，

産卵子しから木暦を盛んに排出し坑道内には木屑を残すことがなし、。 6 月中旬ころまで食害し，坑道の先端

に繊維状木屑で繭状物をつくり，その中で踊化する。

坑道の断面は円形で 4~6mm，その長さは 6~15 cm である。嫡期聞は 2 週間内外， 新成虫は材部で

1 週間ぐらい過した後， 7 月中旬から 8 月上旬に幼虫の坑道をったわって産卵孔を大きくして脱出する。

成虫は新薬を食べることもあり，また樹液を吸収して後食し， 9~10 月に健全木の幹枝の樹皮下や裂け目

などに産卵し，地被物や土中浅く潜入して越冬する。これら一部の成虫は翌春ふたたび出現し，産卵する

ようである。

経過は不規則で， 1 年を通じて成虫がみられ，産卵期も一定してなしまれに 10 月上旬に嫡が見られ

ることもある 11)。

松村田〉によると，越冬は成虫のほか幼虫でも行ない，その幼虫は翌春婦化し羽化するという。井上向は

成虫，幼虫，卵の各態で越冬し，はなはだ不規則であるという。また ZOCCHl11l)のイタリーにおける観

察では，卵態で越冬し翌春ふ化し， 6~7 月上旬に踊化し羽化すると報告しており，これは筆者の東京付

近の調査と一致する。

天敵には成虫に寄生する Isaria farinosa (DICKS.) FR. イザリア菌，材中の幼虫に寄生する Ephialtes

tuberculatus FOURCROY コプフシヒメパチがある。

Family IPIDAE キクイムシ科

13. Xyleborus validus EICHHOFF トドマツオオキクイムシ (Plate 7 : A~E) 

1961 年に林業試験場山形分場構内に積殺しであるポプラ見本林に食葉性害虫の Clostera anastomosis 
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L. セグロシャチホコが大発生し:全葉食害され. 1962 年 9 月の調査では数十本が枯死しており， それら

の材中から多数の Xyleborus validus E. , X. saxeseni R. の成虫を採取した。この両種は 1962 年春に

表弱木に寄生し，これが早期枯死の原因ではないかと考える。

加害溜物: Populus deltoides MARSHALL *. P. Sieboldi MIQ. *, P. glandulosa NYEKI* (山形・釜測)，

トチ，ブナ，ハクウンボク， リョウプ，コシアプラ，ウリハダカエデ，エンコウカエデ，イタヤカエデ，

アカメカ。シワ，キハダ，ウワさズザクラ，ケヤキ， ミズナラ， .? 9 ，ヨグソ守ネパリ，イヌシデ，オニグ

ルき，サカキ，ホオノキ，クロマツ，モしヒノキ，スギ，アカマツ，ゴヨウマツ，ヒパ師、

生態:加辺60)によると母孔は水平分校孔で，母虫は心材部に向かつて順々に長い母孔を水平に分校し

てつくる。この母孔は普通 2~3本形成される。卵は母孔内に産下され，幼虫は分校孔をつくり，この孔

内で帰化し，羽化した成虫は母孔内に列状をなして越冬し，翌春に穿入孔より脱出する。

14. Xyleborus saxeseni RATZEBURG サクセスキクイムシ (Plate 7 : A~B. G~H) 

加害植物: Populus deltoides MARSHALL *, P. Sieboldi MIQ. , Populus sp. (山形・釜測)，エゴノキ，

ケヤキ，アカシデ，シラカシ，アオカ'シ，カナクギノキ，ヒサカキ， シオゾ， タプ， ネムノキ， ハンノ

キ，カツラ，シキミ，ヤプニッケイ， トネリコ，ブナ，シイ，ホオノキ，サクラ，ヤマザクラ，クス，イ

タヤカエデ，イチイガシ， トウヒ，シラベ，モミ，チョウセ γマツ，ヒノキ，ヒパ問問。

生態:加辺60)によると母虫は材の横軸にそって長さ 4cm 内外の母孔を形成し，母孔内に塊状に産卵

する。幼虫は母孔壁より共同食害を行なうため，母孔の形状は共同孔となり，広い食痕となる。この共同

孔内にはアンプロシヤ菌が繁殖するため黒変する。幼虫は共同孔内で踊化するため， 30~60 頭の成虫が

集団して越冬する。

15. Xyleborus rubricollis EICHHOFF アカクピキクイムシ (Plate 7: J) 

加害積物: Populus Koreana x P. trichocarpa* (東京・目黒)，ヤマウルシ，アカカeシ， トチ，コジイ，

ケンポナシ，ヤマモモ，クリ，ソヨゴ，モチノキ， センダイ， イボタ， ヤマハ γ ノキ， シペリヤハンノ

キ，クワ，ツブラシイ 60)。

生態:本種はコウモリガの被害を受けたピースポプラを加害していたもので， 1962 年 10 月に多数の

成虫と踊を採取した。

加辺60)によると母孔内に塊状に産卵し，幼虫は材の長軸にそって共同撰食を行なうため，たがいに密着

して共同孔となる。孔内はアンプロシア菌のため黒変する。

16. Xyloterus signatus FABRIClUS カシワノキクイムシ (Plate 7: 1) 

加害植物: Salix serissaefolia KlMURA*, S. gracilistaly MIQ*. (山形・釜測)， プナ， ミズナラ， カ

シワ，ハルニレ，アカメガシワ，コシアプラ，ホオノキ60)。

生態:本種はヤナギ類の衰弱木に産卵し，普通にみられる。加辺60)によると母孔は梯子孔で材の横軸

にそって少し穿孔し，左右に 2 分枝する。卵はこの分枝母孔壁に産下し，幼虫は分校母抗昼より上下に材

の長軸にそって，短く太い分枝孔を多数っくり，その内で踊化し成虫で越冬し，穿入孔より脱出する。



本邦産ポプラおよびヤナギ属植物の害虫(遠回〉 -13 -

E 虫痩形成昆虫

虫痕害虫の被害状況による検索

1) ドロノキの新梢部にクルミ大の木質にしてほぼ球形のゴーノレを形成し，ゴール内には多数のアブラ

ムシが棲む。

Pe隅phigus dorocola MATSUMURA ドロタマワタムシ

2) ドロノキの葉に小指端大のゴールを形成し，ゴール内には多数のアプラムシが棲む。

Pemphigus niisimae MATSUMURA ドロハタマワタムシ

3) ヤナギ類の新葉の成長点を加害し，発育を阻止させ，その周囲から小葉が生じパラ花状になる。

Rhabdophaga rosaria H. LOEW ヤナギシントメタマパェ

4) ヤナギ類の小枝に産径 14mm内外のほぼ球形で木質のゴールを形成し，落葉後容易に発見できる。

Rhabdophaga salicivora SH附JI ヤナギエダタマパエ

5) ヤナギ類の小枝に最大幅 10mm，長さ 30mm 内外の紡錘形のゴールを形成する。

Rhabdophaga sali-yonai SHlNJI ヤナギツトフシタマパェ

6) ヤナギ類の新梢、校部の樹皮面を半球形か癒状に隆起したゴールを形成する。

Rhabdophaga yanagi SHINJI ヤナギカタガワタマパェ

7) ヤナギ類の葉の主脈の表裏に腎臓形のゴールを数個連続して形成し，ゴール内には小さなハパチの

幼虫が棲む。

Pontania sp. カワヤナギハパチ

8) ヤナギ類の葉裏の主脈に直径 6~9mm でほぼ球形のゴールを数個連続して形成する。

Pont仰ia sp. シパヤナギハパチ

Family ERIOSOMATIDAE ワタアプラムシ科

17. Pemphigus niisimae MATSUMURA ドロハタマワタムシ (Plate 8: A) 

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY. P. koreana REHDER*. P. simonii CARRIER'キ. P. Maxi隅0 ・

wiczii X P. nigra* (山形・釜測〕

生態:ドロノキの裂け目，粗皮間で越冬した卵は 4 月中旬ころにふ化し，開箭間もないドロノキの葉

を加害する。加害部はしだいに袋状にふくらみ，その中に一匹ずつの無麹虫いわゆる幹母 (Fundatrix)

がみられる。 5 月中旬 3~4 回の脱皮後，付繍大にふくれたゴール内に無性生殖によって 80~160 匹

の仔虫を産下する。この第 2世代虫は数回の脱皮で， 6 月上旬有麹前で第 3 世代有麹胎生地虫(移動有麹

虫〉を産下する個体もあり，数日で有麹虫になる。有麹前で産下しなかった第 2 世代虫は， 6 月中旬に第

3世代の仔虫を産下する。この時期には第 2 世代虫はゴーノレから中間植物に移動し，有麹虫になった第 3

世代虫も 7 月上旬ころまで、にゴールより中間寄生植物に転移する。

進士叫によると，この中間植物にはクワクサ，キンミズヒキ，タウコギ，カラマツなどの根茎部に転移

するとし、う。

これらの移動有麹虫は， 10 月上旬よりふたたびドロノキに飛来し樹皮の裂け目，損傷部，木質化した
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ドロタマワタムシのゴーノレなどに群集して無麹雌雄虫を 2~8匹産下する。その後これらの雌雄虫は交尾

し 1 粒ずつ産卵し，卵上を綿状分泌物で被覆する。この卵は親虫の雄虫よりも大きく，長径 0.6mm 内外

である 7)12)23)9的。

18. Pemphigus dorocola MATSUMURA ドロタマワタムシ (Plate 8 : B~C) 

加害植物 : Populus Max抑制icizi HENRY (山形・釜測，福島・須賀川，東京・目黒，浅)1 1)。

生 態:生活史は前種に似ているが， ドロノキの新檎枝部や葉柄の基部にクルミ大の木質にしてほぼ球

形のゴーノレをつくるもので， 7 月下旬より有趨虫はゴーノレを去り，中間寄生植物に転移する。前種同様10

月上旬にふたたびドロノキの粗皮聞に飛来し雌雄虫を産下する 7)12)23)9的。

両種の天敵には Syrphidae シヨクガバエ科の幼虫， Harmonia axyridis P ALLAS テントウムシ， Chryｭ

sopa. sp. クサカゲロウなどがある。

ポプラ類にゴールを形成する Pemphigus 属は日本では以上の 2 種が知られているが， ヨーロッパでは

数種が，これに似たゴールを形成するという 80)96)。

Family CECIDOMYIDAE タマパェ科

19. R.加bdop加:ga rosaria H. LOEW ヤナギシントメタマパェ (Plate 8 : D~F) 

加害植物 : Salix integra THUNB.. S. Koriyanagi KIMURA (山形・釜沸U)，カワヤナギ， タチヤナギ69

98) 
。

生態:年 1 回の発生で， 4 月上旬から羽化し，最盛期は 4 月中旬である。卵は新芽に 1 粒ずつ産下さ

れ. 1 雌の産卵数は 200 粒内外に達する問。卵期聞は 8 日ぐらいで，ふ化した幼虫はただちに芽の中心

に穿入し，穿入した部分は褐色になり，加害部が少しずつ膨れ，その周囲には数十枚の小葉がでてパラ花

状になる。東北地方には普通にみられ落葉後に容易に発見できる。

20. R.habdophaga salicivora SHINJI ヤナギェダタマパェ (Plate 9 : A~E) 

加害植物 : Salix jessoensis SEEM. *, S. serissaefolia KIMURA* (山形・釜f湖U. シダレヤナギ，コリヤ

ナギ91)94)。

生態:ヤナギ類の小枝に 15x12 mm 内外のほぼ球形のゴールを形成する。ゴーノレは木質でその中央

に隠1. 8mm. 長さ 7~10mm の虫室が枝の先に向かつて縦につくられ，その先端が 5mm 内外突起

し，筒状になり成虫の脱出孔になってしる。この中に全体燈赤色の幼虫が l頭ずつみられ，老熟幼虫は体

長 4.3~5.0mm，幅1.8mm で 10~11 月ころに白色の薄膜におおわれて虫室内で越冬し，翌春婦化し

3 月下旬に羽化する。

ゴールができた上部に小枝や葉がでることが多く，その部分から枯死する。

21. R.habdophaga sali-yonai SHINJI ヤナギツトフシタマパェ (Plate 10 : A) 

加害植物 : Salix serissaefolia KIMURA*. S. babylonica L. (山形・釜淵， 東京・白黒). カワヤナ

ギ，パッコヤナギ，キヌヤナギ，エゾヤナギ，オオサルコヤナギ田)94)。

生 態:ヤナギ類の小枝にほぼ歪形ないし紡錘形のゴーノレを形成する。 ゴールの最大幅は 10mm，長

さ 30mm 内外に達する。ゴール内には数個の幼虫室があり，白色の薄膜におおわれ，その中に黄色の幼

虫がみられる。幼虫態で越冬し，翌春 4 月に羽化する 92州、

22. R.加bdophaga yanagi SHINJI ヤナギカタガワタマバェ (Plate 10 : B) 
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加害積物: Salix serissaefolia KIMURA * (山形・釜測)，コリヤナギ，シダレヤナギ92)9.)。

生 態:ヤナギ類の新梢の樹皮商を半球形ないし癌状に隆起したゴールを形成する。ゴールの表面は平

滑で，内部の木質部内には数個の幼虫室があり，幼虫は淡黄色で，幼虫態で越冬し翌春羽化する。数年継

続して加害することが多く，そのため枯死することがある。

Family TENTHREDINIDAE ノ、ノミチ科

23. Pontania sp. カワヤナギハパチ附 (Plate 11 : A~F) 

加害植物: Salix integra THUNB人 S. Koriyanagi KIMURA*, S. jessoensis SEEMペ S. serissaefolia 

KIMURA *, Salix sp. (山形・釜f掲U，東京・目黒)，カワヤナギ問。

生 態:ヤナギ類の葉の表裏に 1 個ずつ離してゴールを形成し，そのゴールはほぼ球形か，腎臓形であ

り， 1 葉上に 1~4個連続的に形成するが 1~2個が最も多い。春季の形成当初は淡黄色か緑色である

が，しTごし、に紅色か赤錆色になる。ゴールは長径 12mm，短径 10mm 内外で壁は薄く， 内部に 1 頭ず

つの幼虫と虫糞がみられる。

東京での観察によると年 1 回の発生で，成虫は 4 月上旬から下旬にかけて出現し最盛期は 4 月中旬で

ある。雌は葉脈近くの業肉内に 1 卵ずつ産下し 1 雌の抱卵数は 50 粒内外である。卵は乳白色で腎臓形

(0.6XO.2mm)。産卵箇所はしだいにふくらみ，ふ化時期には小形扇平となり，卵もいくらか大きくなる

(0.72XO.24 mm)。

卵期間は 10 日内外。ゴール内の幼虫は数回の脱皮をおこない，それにともなってゴールも扇平からほ

ぼ球形になり 6 月上旬には直径 8mm内外の大きさになる。幼虫はゴールの内壁を 10 月 F句ころまで

食し，老熟幼虫では体長 8~10mm となる。

落葉とともに地面におち，老熟幼虫はゴールの壁に直径 2mm 内外の孔をあけて脱出し，土中浅く潜入

して営離し(繭は俵状で 8.0X4.0 mm)，その中で幼虫態で越冬する。翌春 3 月中旬ころから踊化し，踊

期間は 2 週間内外である。

コeール内の幼虫に寄生する寄生蜂 (Braconidae) が非常に多く，年 3 回以上出現する。 1963 年 9 月に

当場構内で採集した 300 個のゴールを調査した結果では， Pontania の幼虫が， 54.2%，寄生蜂が 45.8

%(ゴール内で成虫態 13.9%，幼虫態 8.3%，寄生蜂の脱出孔 23.6%) で，越冬中のへい死などもふく

めると本種の羽化率は非常に低いようである。

カワヤナギノ'."チの周年経過

Annual life cyc1e of Pontania sp. 
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24. Pontania sp. シパヤナギノ、パチ94) (Plate 10 : C~D) 

加害植物: Salix jap側ica THUNB. , Satix sp. (山形・釜t掲U，東京・浅川，神奈川・下稲生)，シダレヤ

ナギ62)。

生 態:ヤナギ類の葉裏に直径 6~9mm のほぼ球形のゴールを形成するもので，おもに葉裏の主脈上

に連続して数個形成する。ゴーノレの表面はなめらかで，緑色か褐色で葉脈は赤L 、。内部には 1 頭ずつの幼

虫と虫糞がみられる。老熟幼虫は前種より小さく 7mm 内外。1O~11 月にゴールの壁に孔をあけて脱出

し，土中で営繭し幼虫態で越冬する。

前種同様ゴール内の幼虫に寄生する寄生蜂が多い。

BERLAND, L. 64) によるとヨーロッパでは Pontania 属は 13 種が知られており，いずれもヤナギ類の

棄にゴールを形成する。

E 食葉性昆虫

食葉性害虫の被害状況と幼虫によ9検索

1) 葉の表皮の直下を微小な幼虫が細くて長い曲線を書いてもぐり歩き，葉縁を少しつづり踊化する。

Phyllocnistis saligna ZELLER ヤナギコノ、モグリ

2) 硬化した葉肉内に楕円形の食痕をつくり，中に微小な幼虫か踊と虫糞がみられる。

Lithocollethis pastorella ZELLER ポプラコハモグリ

3) 葉をつづるか合わせる，梢頭の軟棄を束ねるか新檎内に穿入し，幼虫の吐出した絹糸がみられる。

Eucosmidae ノコメハマキガ科， Tortricidae ハマキガ科， Pyralidae メイガ科

4) はじめ葉肉を浅く食するが，老熟すると鉄で切ったような食痕を残す。幼虫は刺の生えた肉角を多

数突き出し，刺にふれると激痛を感ずる。

Heterogeneidae イラガ科

5) 幼虫はテント状の糸を張り，群集して食害する。卵は小枝に指環状に産下する。

Malacosoma neustria testacea MOTSCHULSKY オビカレハ

6) 若齢幼虫では黒色で群集するが，老熟幼虫では白毛を密生する。卵は俵状。

Dictyoploca japonica MOORE t1 ス十ン

7) 若齢幼虫では葉肉を点々と食ぺ，硬化した葉に多L、。幼虫の体毛はほとんどなくハマキガ類に似て

いるが糸を出さない。老熟幼虫の体長 15mm 内外。

Micr田nelalopha troglodyta GRAESER ヒナシャチホコ

8) 葉裏に三角状にかためて産卵し，若齢幼虫では群集する。第 1 腹節と第 8 腹節背面に 1 個ずつの大

きな癌状突起がある。どこにも多産する。

Clostera anastomosis L四NAEUS セグロシャチホコ

9) 葉裏に平面的にかためて産卵し，幼虫の第 1 腹節背面の両側に顕著な白斑がある。

Clostera anachortea FABRICIUS ツマアカシャチホコ

10) 幼虫後胸の癒起から発した白線は第 4 腹環節で気門上線部まで聞き， そこから順次近寄って尾端

にいたる。胸脚と腹脚に黒色の横縞があり，第7~8環節腹面の黒線は 2 本。卵は赤褐色。
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Cerura vinala feline BUTLER モクメシャチホコ

11) 幼虫後胸の癌起から発した白線で縁取られた紫褐色紋は第 3 ， 4 腹環節と階段状に拡がり，第 4

腹環節では気門下まで達する。卵は黒色。

Haゆyia laniger轉 BUTLER ナカグロモクメ

12) 幼虫は全体に黄白色の微小な穎粒を散布し，胴部の各環節に黄色の斜線が 7本あり，最後のもの

は尾角の先端まで達する。卵は緑色で楕円形，葉上に数卵産下する。

Smerinthus planus W ALKER ウチスズメ

13) 幼虫は群集しない。頭部はJ、字形の黒紋があり，腹部各環節の背面に 2個ずつの赤樫色の小さな

斑紋がある。産卵箇所は幹の下部で黄色毛で被覆する。

Lym仰tγia disρar japonica MOTSCHULSKY マイマイガ

14) 幼虫は全体黒色で，多数群集して幹枝に大きな袋状の巣をつくり食害する。

Camptolo明a interiorata W ALKER サラサヒトリ

15) 若齢幼虫では糸を吐き葉をつづり，その中で群集して食害する。関東以南に多い。

Hyphantria 何nea ÐRURY アメリカシロヒトリ

16) 成虫の麹鞘は赤味をおびた練瓦色。幼虫の第 6腹節背面から 1 対の斑紋が癒合する。成虫，幼虫

とも葉脈のみ残し，若齢幼虫では網目状に食害する。

Chrysomela populi LINNAEUS ドロノキハムシ

17) 成虫の麹鞘は光沢ある貰褐色か赤褐色で，各麹輸に 10 個ずつの紫藍色の斑絞がある。幼虫の第

7 腹節背面から 1 対の斑紋が癒合する。

Chrysomela vigintipunctata SCOPOLI ヤナギノ、ムシ

18) 成虫は濃青色か緑青色で，小さく体長 4mm 内外。幼虫の中胸，後胸の背面中央には 2 対，腹節

背面中央には 1 対の斑紋がある。成虫，幼虫ともポプラとヤナギ類の葉を網目状に食害する。

Plagiodera versicolora distincta BAL Y ヤナギルリハムシ

19) 成虫はポプラ類の葉を網目状に食べ，幼虫はヤマナラシの花穂の髄を食ぺ，土中で帰化する。加

害期は 3~6 月。

Eteophilus urakoae MORIMOTO et ENDA ポプルスイネゾウモドキ

20) 成虫はヤナギ類の葉を網目状に食べ，幼虫はネコヤナギの花穂の髄を食ぺ，土中で踊化する。加

害期は 3~6 月。

Eteophilus rectinasus MORIMOTO et ENDA ヤナギイネゾウモドキ

21) 新梢、部に口吻をさし込み樹液の上昇をしゃ断し，しおれた部分の葉に揺鑑をつくる。

Attelabidae オトシプミ科

22) 幼虫の胴部は黄色で毛があり，各環節の両側に黒濯がある。群集して頭部をそろえて食害する。

Trichiocampus populi ÛKAMOTO ポプラノ、パチ

23) 幼虫は加害部の周囲に泡状物で柵をつくり，腹面に湾曲して食する。

Staur，側ematus compressicornis F ABRICIUS サクックリハパチ
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Family L YONETIIDAE モグリガ科

25. Lithocollethis pastorella ZELLER ポプラコノ、モグリ(新称) .(Plate 12 : ~) 

加害植物 : Pupulus euramericana 1-455*, 1-214*, 1-154*, P. . deltoidis angulata*, P. alba 

LINNAEU計， P. Maximowiczii HENRY*, P. Sieboldi MIQ.大 P. koreana REHDER*; P� simonii CARRIER*, 

P. canadensis MOENCH*, P. tremula LINNAEUS var. Davidiana SCHNEIDER*, Populus spp. (山形・

釜測，東京・ 5黒，浅川，元八王子〉。

生態:年 3 回以上の発生をおこなう。幼虫は葉肉内に穿入し，惰円形の食痕をつくり，とくに下校の

硬化した葉に多い。幼虫は 6~1l月までみられる。葉肉内で嫡化し， 羽化の際葉裏の表皮を破って外部

に頭部をだして羽化する。発生の多いときには被害葉はよじれたり，落葉することがある。

26. Phyllocnistis saligna ZELLER ヤナギコノ、モグリ (Plate 12 : A) 

加害植物: Poμl叫s euramericana 1・ 455*， 1-214キ， 1・ 154本， P. deltoidis angulata*, P. alba 

LINNAEUS*, P. Maximowiczii HENRY*, P. deltoidis MARSHALL * (山形・釜淵〉。

生態:年数回の発生のようである。幼虫は葉の表皮の直下をもぐり歩き， r字書き虫」と呼ばれてい

る。夏期に普通にみられ，老熟幼虫は葉縁で葉を折り曲げて踊化する。

Family GRACILARIIDAE ホソガ科

27. Caloptilia stigmatella F ABRICIUS シロモンホソガ

加害植物 : Salix gracilistyla MIQEUEL * (山形・釜淵)の葉を食べている幼虫を採集しているが，少な

し、。

そのほか Caloptilia chrysolampra MEYRICK ヤナギホソガの幼虫はヤナギ，ポプラの葉を食べる的。

Family GELECHIIDAE キバガ科

28. Protobathra leucostola MEYRICK ゴマフシロキパガ

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY* (山形・釜淵〉の葉をつづり食害するが，個体数は少ない。

そのほか A叩ca拙:psis populella CLERSK シモフリキパガの幼虫がポプラ類の葉を食べる82)。

Family EUCOSMIDAE ノコメハマキカ明科

29. Hediα ac加ris BUTLER ヤナギサザナミハマキ (Plate 12 : C)  

加害植物 : Populus nigra LINNAEUS*, P. euramericana 1・ 154* (山形・釜淵)，ヤナギ， ポプラ 5)。

生態:幼虫は 5 月と 8 月にポプラ類の梢頭葉を合わせて食べるが個体数は少ない。

そのほか Stega即，#ycha nisella CLERCK ヤナギメムシガの幼虫がポプラ， ヤナギ類の花穏や新葉を食

ぺ， Gypsonoma minutana HÜBNER ポプラコノ、マキ， Sciaphila branderiana LINNAEUS ドロハマキ， Olethｭ

reutes dimidiana SODOFFSKY. クロテンツマハマキなどがポプラ類の葉をつづり食害する町田)106)。
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Family TORTRICIDAE ハマキガ科

30. Archi・ps ingentana CHRISTOPH オオアトハマキ (Plate 12 : D) 

31. Acleris schaller臼na LINNAEUS ヤナギノ、マキ

32. Phylacophora schalleriana LINNAEUS オオモンヤナギハマキ

-19 ー

加害植物:両種の幼虫は夏期にPopul回 Maximowiczii HENRY* (山形・釜調U) の葉を巻いているが個体

数は少ない。

そのほか Epagoge illotana KENNEL. ツヤスジハマキ， Adoxophyes orana FISCHER von R凸SLERSTAMM

コカクモンハマキ ， Archi ps asiaticus W ALSINGHAM アトキハマキ ， A. breviplicanus W. リンゴモンハ

マキ ， A. xylosteanus L. カクモ γρマキ ， A. 10明gicellanus W. アトボシハマキ ， Ptycholoma i隅itator

W. アミメハマキ ， P. cirumclusana CHRISTOPH オオギンスジハマキ， Pandemis heparana SCHIFFERMﾜLLER 

トピハマキ， P. cinnamomeana TREITSCHKE アカトピハマキ， Tortγix sinap初a BUTLER ウスアさメハマ

キ ， Rhacodia emargana FABRICIUS エグリノ、マキ， Phaloniidae ホソハマキガ科の Sparganotis pilleriana 

SCHIFFERMÜLLER テンクシ、マキなどがポプラ，ヤナギ類の棄を巻いたり，つづったりして食することが知

られているが，いずれもヤナギ科植物では被害は少ない的問削駒田)95)106)。

Family RYRALIDAE メイガ科

33. Teliphasa elegans BUTLER ナカアオフトメイガ (Plate 12 : E) 

34. Botyodes principalis LEECH オオキノメイガ

35. Botyodes diniasalis W ALKER タイワンウスキノメイガ

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY*, P. deltoides MARSHALI人 P. eura刑ericana 1・455*， Salix 

gracilistyla MIQEUEL * (山形・釜測〉などの葉をつつ.り食するが，個体数は少ない。

Family HETEROGENEIDAE イラカ・科

36. Apoda dentatus ÛBERTHÜR ムラサキイラガ (Plate 12: F)  

37. Narosoideus flavidorsalis STAUDINGER ナシイラガ (Plate 13 : A) 

38. Parasa sinica MOORE クロシタアオイラガ (Plate 13 : B )  

39. Parasa consocla W ALKER アオイラガ (Plate 13 : C)  

40. Cnidocampa flavescens W ALKER イラガ (Plate 13 : D) 

加害植物:以上の種類は 5-6 月， 8-9 月に Populus spp. Salix spp. (山形・釜測)の葉上でみら

れるが被害は少なし、。果樹の害虫として著名である。

Family GEOMETRIDAE シャクガ科

41. Zamacra juglansiaria GRAESER オカモトトゲエダシャク (Plate 13 : H)  

加害植物 : Populus nigra x P. Maxi隅owiczii*， P. Eucalyptusホ(東京・浅川，元八王子)， ウメ，サ

クラ!7ノレミ町田〉。

生態:幼虫は 4-5 月にポプラ類の棄を食べるが，個体数は少なL 、。 5 月下旬老熟し土中浅く潜入し
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て踊化し，翌春の 3-4 月に羽化する。

42. Calospilos suspecta latifasciata WARREN ヒトスジマダラェダシャタ

加害植物: 6 月に Populus sp*. (東京・浅JlD から，幼虫を採取しているが少ない。 5 月ころ現われ

てヤナギ類の葉を食う向。

そのほかヤナギ科植物を食害するものに次の種類が知られている。 Erannis golda DJAKONOV チャパネ

フユエダシャク ， Lycia hirtaria parallela INouE ムクゲエダシャク ， Phigalia sinuosaria LEECH シモフリ

トゲエダシャク ， Colotois pennaria ussuriensis O. BANG-HAAS カパェダシャク ， Selenia tetralunaria 

HUFNAGAL ムラサキエダシャク ， lnurois fuwwsa INOUE ウスモンフユエダシャク町羽目的曲)80)106)。

Family LASIOCAMPIDAE カレハガ科

43. Malacosoma neustria testacea MOTSCHULSKY オピカレハ (Plate 17 : A) 

加害植物: Populus Maxi刑owiczÎÍ HENRY, P_ nigra LINNAEUS, P. japono・gigas*， Populus spp. , 

Salix gγacilistyla MIQ. , S. serissaefolia KIMURA*, S. zessoensis SEEM叫" Salix spp_ , P:州側s spp. , 

Malus pumila MILL. var. dulcissima KOIDZ. リ γ ゴ， Pyrus serotina REHDER ナシ， その他(山形・

釜2掲U，東京・目黒，浅川，元八王子〕。

生態:年 1 回の発生で，卵で越冬し 3-4 月新葉がでるころにふ化する。幼虫は初め群集して糸を吐

き巣をつくり，日中はその内で静止しているが，夕刻より巣からはし、だして食べる。成長するにしたがっ

て樹の分岐部に天幕状に糸を張りめぐらし，老熟すると分散して食べる。 5-6 月に樹上または葉裏や地

被物などに繭をつくり嫡化し，ついで羽化する。雌は細枝の周囲に卵を指環状に 150-300 粒産下する。

本種は雑食性で果樹類，ヤナギ類に被害が多く，好んでポプラ類を食べることはない17)。

44. Gastropacha populifolia ESPER ホシカレノ、 (Plate 13 : E-F) 

加害植物: Populus Maxiwwwiczii HENRY, P. euramericana I ・ 455*， P. nigra LINNAEUS* (山形・

釜淵，秋田・東北ノ勺レプ豊島苗畑〉。

生態:山形県釜測での観察によると，年 2 回の発生で若齢幼虫で越冬する。翌春4-5 月に出現し，

おもに梢頭部を食する。数回の脱皮後 6 月中旬老熟幼虫は体長 70-80 mm となり，葉をつづり繭をつく

って帰化する。繭は黒色の幼虫毛を付着している。 7 月に第 1 回目の成虫が出現し，卵は葉裏に塊状に産

下する。 1 雌の抱卵数は 700 粒に遠する。

ふ化した幼虫は 8 月中旬ころまで食ぺ，第 2 回目の成虫は 8 月下旬から 9 月に羽化し，灯火によく飛来
する。

松村68)は年 1 回の発生で， 2-3齢幼虫で越冬すると L、ぅ。天敵には卵に寄生するコパチ科 2種(種名

不明〕と，踊に寄生する ltoplectes attaci HABERMEHL サクサンヒラタヒメパチがあり，本種は 1 頭の踊

から 170 頭も羽化脱出している 17)2町。

45. 'Epicnaptera ilicifolia japonica LEECH ヒメカレノ、

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY (山形・釜測)， ナツハゼ， ハコヤナギ， エエシダ， ハ、ンノζ

ミ，カンノー， リンゴ，シラカンパ6)。

生態: 1 年 1 回の発生で，成虫は 5 月に出現する。幼虫は 6-8 月にみられるが個体数は少ない。

46. P�cilocampa populi tamanukii MATSUMURA ウスズミカレハ CPlate 13: G) 
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加害植物 : Populus eura側ricana 1 ・455ホ(山形・釜淵)， ヨーロッパでは P. alba L., P. nigra L., 

カシワ，シナノキ，サンザシ，ヤチダモなど種々の樹木の葉を食う 106%

生態:幼虫を 5 月下旬に採取し，同下旬に体長 50mm で飼育に失敗しているため生活史が不明。河

田33)は 10 月に採集した成虫が産んだ卵が翌春ふ化し， 7 月に営繭している。本種はおもに山聞の寒冷地

でとれるが，きわめてまれな種とされている叫

そのほか Gastropacha quercifolia cerridifolia LINNAEUS カレハガの幼虫が，ポプラ， ヤナギ類の葉を

食べる 6)33)34)回)80)106)。

Family L YMANTRIIDAE ドクガ科

47. Lymantria dispar japonica MOTSCHULSKY マイマイガ

加害植物:幼虫は雑食性で好んでカラマツ，クヌギ，コナラなどを食べ，周期的に大発生する。ヤナギ

科植物では被害は少なし、。

生態:年 1 回の発生で卵で越冬し， 4~5 月にふ化する。若齢幼虫は糸を吐いて垂下し，風力などに

よって離散するのでブランコケムシの名がある。 6 月中旬ころから枝や葉に糸を張って嫡化する。成虫は

6 月下旬ころから出現する。雌は樹幹の下部にかためて産下し，卵を自己の体毛で被覆する。 1 卵塊の卵

粒数は数百に達する。

48. Euproctis silimus FUESSLY モンシロドクガ (Plate 14 : A) 

加害植物:雑食性で果樹の害虫として著名である。東京付近では 5~6 月と 8~9 月に Populus spp. 

に普通にみられるが，被害は少ない。

49. Leucoma salicis LINNAEUS ヤナギドクガ

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ. , P. deltoides MARSHALL, P. nigra 

LINNAEUS, Populus spp. , Salix gracilistyla MIQ. , S. serissaefolia KIMURA, Salix spp. (山形・釜澗〉。

生態:ヤナギ科植物の世界共通の害虫で，ときどき大発生する。東京付近の平地では発見できない

が，東北一北海道では普通にみられる。幼虫の加害期は 5~7 月で，成虫は 7~8 月に出現し，卵を樹幹

に塊状に産下し，卵で越冬する。

そのほか Leuco附a candida STAUDINGER ブチヒゲヤナギドクガ， Dasychira pseudoabietis BUTLER リン

ゴドクガなどが知られている蜘町。

Family NOCTUIDAE ヤガ科

50. Apatele rumicis oriens STRAND ナシケンモン (Plate 14 : B )  

51. Catocala electa Zalmunna BUTLER ベニシタバ (Plate 14 : C) 

52. OrtJwsia lizetta BUTLER クロミミキリガ (Plate 14 : D) 

53. Orthosia carnipennis BUTLER アカパキリガ (Plate 14 : E) 

54. Mm珂esft'a illoba BUTLER シロシタヨトウ (Plate 14: F)  

55. Bena prassinana LINNAEUS アオスジアオリンガ

以上の種類は夏季に Populus spp. , Salix spp. (山形・釜沸0，東京・浅)11)を食するが，個体数は少な

L 、。
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その他 Apatele leporina leporella STAUDINGER シロケンモン， Amathes ditrapeziium SCHIFFRMﾛLLER 

et DENIS タンポヤガ， Naenia contaminata W ALKER クロギシギシャガ， Orthosia incerta incognita SUGI 

ミヤパカパキリガ， O. evanida. _BUTLER カパキリガ， O. munda SCHIFF. スモモキリカコ Conistera fletｭ

cheri SUGI テンスジキリガ， Eupsilia transversa HUFNAGEL エゾミツボシキリガ， Enargia paleacea 

ESPER ハンノキリガ， Scoliopteryx libatrix LINNAEUS ノ、ガタキリパなどが知られている6河川

Family NOTODONTIDAE シャチホコガ科

56. Micromelalopha troglodyta GRAESER ヒナシャチホコ (Plate 15: A~D) 

本種は日本でいちばん小さいシャチホコガであり，本種に関しては長野75)の記録があるのみで，生態も

不明な点が多く，卵は不明とされていたものである。

形態:成虫の開張 20~23 mm。色彩，斑紋とも雌雄大差はなし、が，個体により変化があり，黄褐色，

赤褐色，黒褐色。卵は黄緑色で半球形，直径 0.5mm。老熟幼虫は 15~22 mm で細長く，長毛がなく，

色彩は緑色から褐色または淡赤褐色で変化にとんでいる。頭部は淡糞色で灰色の小点を散布し，ノ、字形の

黒斑を有する。胴部には白色の亜背線があり，背部が暗褐色から暗紅褐色を呈するものもある。胸部第 1

環節，腹部第 1 ， 3 , 5 , 8 , 10 各環節の背部には黒褐色斑があるが，なかには腹部第 5環節の黒斑がない

ものもある。

嫡は紡錘形で赤褐色 12mm。構造的には次種の Clostera 腐のものと同ーのようであるが，中脚の先端

はいっそう麹端近くまで伸びて，尾鈎は先端が二岐する。

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY*, P. nigra LINNAEUS*, P. deltoides MARSHALL *, P. 

simonii CARRIER本， P. koreana REHDER汽 P. japono・gigus， P. deltoides angulata*, P. curamericana 

I・ 214*， 1・ 154*， P. Sieboldi MIQ. *, P. nigra x P. Maximowiczii*, P. alba L. *, P. glandulosa 

NYEKI* (山形・釜t掲U，福島・須賀川〉。

生態:年 3 回ぐらいの発生で，踊で越冬する。第 1 回目の成虫は 5 月下旬に出現し，卵を葉裏に平面

的にかためて 40 粒内外産下する。 1 雌の抱卵数は 300 粒内外。幼虫は葉肉を点身と食べるため，食害

部が褐色になり，一見褐斑病的な症状になる。

幼虫期間は 3~4週間で，老熟幼虫は樹幹をったわり土中浅く潜入して踊化する。

夏季における踊期間は 1 週間ぐらいで，第 2 回目の成虫は 7 月中旬から下旬，第 3 回目の成虫は 8 月下

旬に出現するようである。

幼虫は 9 月下旬ころまで食べた後，土中に潜入し土箆をつくりその中で鏑化し，翌春羽化する 28)。

57. Clostera anastomosis LINNAEUS セグロシャチホコ (Plate 15 : E~G) 

加害植物 : PO抑lus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ. , P. alba LINNAEUS, P. nigra L.' P. 

deltoides MARSHALL, P. glandulosa NYEKI, P. simonii CARRIERネ， P. koreana REHDER*, P. tremula 

var. davidiana*, P. eura畑町icana 1 ・ 455*， 1・ 214キ. 1・ 154*， P. nigraXP. Maximowiczii*, P. japo削・

gigasホ， P. koγeana X P. trichoゅa*， Oxford poplar*, P. Rochester*, P. Leipzig*, P. robusta*, P. 

Jac<抑~ettis*， P. Eckhof*, P. gelrica*, P. marilandica*, P. rege1昭rata*， Populus spp., Salix Maｭ

tsudana K. var. to出wsa VILMOR国*， S. gracilistyla MIQ. (山形・釜淵，東北パノレプ中川造林地， 秋

田・東北パルプ豊島苗畑，能代，福島・須賀川，栃木・藤岡，茨域・友部，東京・目黒，浅111，元八王子〉ョ
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生 態:東北，北海道では年 2 回の発生，東京付近では年 3 回の発生である。若齢幼虫で越冬し，成虫

は 5~6 月に出現し，葉裏に卵を塊状に産みつけるコ 1 卵塊の卵粒数は 200~300 に達する。 1 週間内外

でふ化し，はじめ群集して網目状に食害するが，成長するにしたがって分散して葉の片端から食する。 7

月に老熟幼虫は食餌木の葉を巻き，薄繭をつくって嫡化する。第 2 回目の成虫は 7 月下旬，第 3 回目は 9

月ころに現われ， 10 月下旬ころまで食害し，体長 5~10mm に達した幼虫は樹幹の根部，裂け目，粗皮

の聞などに入り，糸を吐いてその中で群集して越冬する。翌春闘葉とともに食害し 5 月上旬ころより踊

化する。

本種は各地に多産し，ことにポプラ類に被害が多L 、。 1961 年当場山形分場構内に植栽しであるポプラ

完本林に大発生し全葉食害され，これらの被害木のうち数十本が翌年枯死している。また同年浅川苗畑

周辺に植栽しであるポプラ類にも大発生しているつ

天敵昆虫には幼虫に寄生する Aμnteles lipaγidis BOUCH垂プランコサムライコマユパチと捕食する

Vespa xanthoptera CAMERON キイロスズメパチがあるへ

58. Clostera anachoreta FABRICIUS ツマアカシャチホコ (Plate 16 : A~B) 

加害植物: Populus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ. , P. all1a Lペ P. nigra L., P. 隅ari

Jandica*, P. euramericana 1-455*, P. regenerata*, Populus spp. , Salix spp. (山形・釜淵，福島・

須賀川，東京・目黒，浅川〉。

生 態:年 2~3 回の発生で踊で越冬する o 5 月中旬ころより羽化し，葉裏に平面的にかためて産卵す

る。老熟幼虫は 7 月ころ葉を合わせて淡黄白色の粗繭をつくって踊化する。

第 2 回目の成虫は 7 月中旬ころより羽化し，東京付近では 9 月に第 3 回目の成虫が出現する。幼虫は秋

期被物か土中に潜んで土認をつくり踊化する。前種にくらべて発生数が少ない。煽は尾鈎の形で前種と区

別できる問。

本種に似た Clostera curtubides ERSHOFF ニセツマアカシャチホコはポプラ類を食するが， 山地性の比

較的珍らしい種類である叩7河川

69. Pheosia fusiformis MATSUMURA シロジマシャチホコ (Plate 16 : C)  

加害植物: Populus euramericana 1-154キ， P. deltoides MARSHALLホ(山形・釜沸U)。

生 態:本種についての生活史は不明な点が多く， 1956 年 9 月に幼虫を採集飼育した結果，踊で越冬

し，翌年 5 月に羽化し産卵している。本州では中部地方の山岳地帯より北に分布するとし、ぅ。個体数は少

ない。

6ωO. Cert仰tra ψvi

加害植物: POψp抑uluωsM必axi削仰o叫ωli加cα'zii HENRY, P. simonii CARRIER*, P. Sieboldi MIQ. , P. japo仰・gigas*，

P. ゐltoides MARSHALL, P. nigra LINNAEUS, P. nigra x P. Maximowiczii*, P. Maxi例owicziixP. 

berolinensis*, Populus spp., Salix japonica THUNB.ペ s. Matsudana K. var. toγtωsa VILMORIM*, 

Salix spp. (東京・目黒，浅)11)。

生態:年 1 回の発生で，嫡で越冬し翌年の 4~5 月上旬に羽化する。卵は食餌樹の幹枝や葉に数卵ず

つ産みつけ， 1 雌の抱卵数は 200~400 粒である。卵期間は 10 日内外。若齢幼虫は黒色で，幼虫期間は

約 40 日. 6 月中旬に老熟幼虫は樹皮や見本薗などの標本用木札などをかじり，楕円形で固い繭をつくっ

て鯛化する。
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本種はきわめてまれな種とされているが，浅川苗畑周辺のポプラ類には非常に多く，被害もはなはだし

し、 10)。

61. C酎官ra et明inae menciana ESPER オオモクメシャチホコ (Plat疋 16: D) 

形態:幼虫は前種に似ているが，前胸硬皮板が大きく，後胸の癒起から発した白線で縁取られた暗色

紋は，第 4 腹環節で気門上線部にまで聞き，これから順次近寄って第 6 腹環節で狭くなるが，ふたたび広

くなり第 8 腹環節で気門上線部まで聞き，背面の白線で縁取られ 2 つの暗色紋はやや菱形である。胸脚の

横じまはなく，第 7~9環節腹面の黒線は 3 本からなり前種と区別できる。

加害植物 : Populus deltoides MARSHALL *, P. alba LINNAEUS*, P. Sieboldi MIQ. , P. Maxi削owiczii

HENRY (山形・釜測〕。

生態: 1955~1956 年に幼虫を採集しているが，東京付近の平地では発見できなし、。年 1 回の発生で

成虫は 5 月下旬から 6 月に羽化し，卵を小枝や葉に数卵ずつ産下する。 8 月ころまで食し，木質部をかじ

って函い繭をつくり，その中で踊化し越冬する。前種に比べて個体数は少ない。

62. Harpyia lanigera BUTLER ナカグロモクメ (Plate 16 : G~H) 

加害植物 : Popul叫s Maximowiczii HENRY, P. nigraxp. Maximowiczii*, P. euramericana 1・ 214*，

I・ 154* (東京・目黒，浅川，元八王子)。

生態:年 2 回の発生で，第 1 回目の成虫は 5 月中旬ころから出現し，卵を食餌樹の幹枝や葉上に数卵

ずつ 160 粒内外産下する。

卵は黒色で半球形，直径1.0~1. 2mm で Cerura 属 2 種にくらべて小さく，容易に区別できる。 6 月

中旬ころまで食べ，樹皮をかじって繭をつくる。第 2 回目の成虫は 7~8 月上旬に羽化する。幼虫は 10

月まで食べた後営萌し，踊で越冬する。

東京付近のポプラ類では普通にみられるが被害は少ない。

本種に似た Haゅyia bicuspis kurilensis MA TSUMURA ホシナカグロモクメはポプラ， ヤナギ類を食す

るが，北海道，本州I (中部地方の山岳地帯より北〉に分布する削8)0

また， Notodonta tritophus ESPER トピマダラシャチホコは年 2 回の発生で， 北海道山部では個体数が

多い80)。そのほかシャチホコガ科に含まれるもので， ヤナギ科樋物を食する種類は多く記録されている

が，いずれも被害は少なし、。

Family ARCTIIDAE ヒトリガ科

63. Hyphantria cunea DRURY アメリカシロヒトリ (Plate 17: E) 

加害植物 : Populus spp. (東京・目黒)，東京付近では街路樹の害虫として著名であり，果樹類， ク

リ，コナラ，ヤナギ類も食し，ときどき大発生する。

生態:年 2 回の発生で，嫡で越冬する。 4 月下旬から 6 月に第 1 回目の成虫が出現し，卵は葉裏に塊

状に産下する。若齢幼虫は糸を吐いて葉をつづり，その中に群集して食害する。 3 齢以後になると分散し

て食い，糸をひいて垂下しては他の木に移動する。第 2 回目の成虫は 8~9 月に出現する。

64. Camptoloma interiorata W ALKER サラサヒトリ (Plate 17: F) 

加害植物 : Salix serissaefolia KIMURA*, S. gracilistyla MIQ. (山形・釜調U)，クヌギ，ナラ，カシ。

生態'.幼虫は 5~6 月に，多数群集して糸を吐き，幹枝に大きな袋状の巣をつくり，ときどきでて食
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ベる。

Family S.A TURNIIDAE ヤママユガ科

65. Dictyoploca japonica MOORE クスサン (Plate 14 : G~H) 

加害植物: PO抑lus Maxi刑owiczii HENRY, P. berolinensis汽 PO仰lus spp., Castanea crenata 8lEB. et 

Zucc. , Quercus spp. (東京・目黒，浅川，溝口)，ケヤキ，エノキ， ウルシ， ヌノレデ， ハゼノキ， クル

ミ，カキ，アカメガシワ， リンゴ，ナシ，その他多くの樹木の葉を食害し，好んでポプラ類を食すること

はない。

生態:年 1 回の発生で卵で越冬する。 4 月ころふ化し，若齢幼虫は黒色で群集して食するが，成長す

るにしたがって分散する。

老熟幼虫は体長 90mm に達し， 6 月中旬から 7 月上旬に，葉および小枝の聞に褐色網目状の繭をつく

り踊化する。成虫は 9~10 月に出現し，卵を樹皮に 30~170 粒平面的にならべて産下する。 1 雌の抱卵

数は 300 粒以上に達し，灯火によく飛来する。

卵寄生蜂に Anastat叫5 albitarsis ASHMEAD シロオピタマゴパチがあり， 地域によっては寄生率が高

し、。

Family SPHINGIDAE スズメガ科

66. Smerinthus planus planus W ALKER ウチスズメ (Plate 17 : B-D) 

加害植物: Populus Maxi附owiczii HENRY, P. nigra LINNAEUS, P. Sieboldi MIQ. , P. nigra x P. 

Maximowiczii, Populus spp. , Salix Koriyanagi KIMURA, S. integra THUNB. (山形・釜淵， 東京・目

黒，浅)11)，シダレヤナギ，カワヤナギ，サクラ， リンゴ，ウメ，シラカパ駒市。

生態:年 2 回の発生で踊で越冬する。第 1 回目の成虫は 5 月に羽化し，卵を葉上に 1 粒か数粒ずつ産

下する o 1 雌の抱卵数は 150~200 粒に遼する。ふ化した幼虫は 7 月上旬ころまで食べ，土中浅く潜入し

て踊化する。第 2 回目の成虫は 7 月下旬から 8 月に出現し産卵する。幼虫は 10 月下旬ころまでみられ，

土中に潜入して嫡で越冬する。

本種の生態は地域によってことなり，北海道では成虫は 6~7 月に出現し，年 1 回の発生，九州地方で

は年 3-4 回の発生である問問。

天敵には幼虫に寄生する Apateles liparidis Bovc凶プランコサムライコマユパチとダニの 1 種を採取

している。

そのほか Meganoton scribae AUSTANT エゾシモフリスズメ ， Pa開削 colligata W ALKER ギンボシスズ

メ ， Smeγinthus caecus M加孟TRI量S ヒメウチスズメ ， Amorpha a僻urensis amurensis 8TAUDINGER ノコギ

リスズメなどがヤナギ科植物を食べる 6)33)3削町。

Family BUPRESTIDAE タマムシ科

67. Trachys minuta LINNAEUS ヤナギチピタマムシ

加害植物:幼虫は Salix spp. (山形・釜調，東京・浅JII) の葉にもぐり，普通にみられる。
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Family CHRYSOMELIDAE ハムシ科

68. Chηsomela populi LINNAEUS ドロノキハムシ (Plate 20 : A) 

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY, P. simonii CARRIER, P. koreana REHDER, P. Sieboldi 

MIQ. , P. deltoides MARSHALL, P. nigra LINNAEUS. P. alba L., P. nigra x P. Maximowiczii, P. 

.eura隅ericana 1 ・ 154*， 1 ・ 214汽 I ・ 455汽 P. marilandica汽 P. regenerata*, P. Rochester, P. Leipzig, 

P. robustaぺ P. generosa* , P. tγichocarpa汽 P. Eucalyptus*, P. koreana X P. trichocarpa汽 P.

japono・gigas*， Populus spp., Salix Bakko KIMURA (山形・釜淵，東北パノレプ中川造林地， 秋田・東北

パルプ豊島苗畑，福島・須賀川，栃木・藤岡，東京・目黒，浅111，元八王子，小石川植物園〉。

生 態:年 2 回の発生で成虫で越冬する。成虫は 4 月中旬より出現して新葉を食い，ことに挿木苗，種

苗などの新葉に被害が多レ。

交尾後葉裏に 30~50 粒塊状に産卵する。卵期聞は 1 週間内外で，ふ化した幼虫ははじめ群集して葉肉

のみ食べるが，成長するにしたがって葉の端より食する。

幼虫期間は 3~4 週間で， 6 月上旬ころより老熟し，葉裏や小枝に尾端を付着し，懸垂して踊化する。

第 1 回目の成虫は 6 月中旬ころ，第 2 回目の成虫は 8 月上旬より現われ，葉をわずかに食べた後，土中に

潜入して越冬する。本種は成虫，幼虫とも葉を食い， 4 月から 9 月下旬までみられ，ポプラ類の重要害虫

である問。

69. ChηIsomea vigintipunctata SCOPOLI ヤナギハムシ (Plate 18 : H , Plate 20 : B )  

加害植物 : Salix gracilistyla MIQ. , S. Gilgiana SEEM., S. integra THUNB., S. babylonica L., S • 

.serissaefolia KIMURA *, S. jessoensis SEEMペ S. Bakko KIMURA* (山形・釜淵〉。

生態:年 1 回の発生で成虫で越冬する。成虫は 4 月中旬ころより出現し，新棄を食した後卵を葉裏に

数十粒かためて産下する。ふ化した幼虫は群集して葉肉のみ食べるが，成長するにしたがって分散して食

べる。老熟幼虫は脱皮後，小枝や葉裏に尾端を付着し懸垂して踊化する。踊期間は 1 週間内外で 5 月下

旬から 6 月に新成虫が出現する。成虫は少量の葉を食った後土中に潜入し，夏季には発見できない。ドロ

ノキハムシと混せいしていることもある。個体数の多い割に被害は少なし、。

木元町によれば，福岡地方では 3 月下旬ころから成虫が出現し，幼虫は 2 回の脱皮を行ない終齢虫とな

勺，幼虫の発育日数は約 27 臼内外であるとしろ。

70. Plagiodera versicolora distincta BALY ヤナギノレリノ、ムシ (Plat巴 20: C )  

加害植物 : Populus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ. , P. nigra LINNAEUS*, P. deltoides 

MARSHALL *, Populus spp. , Salix serissaefolia KIM刊A*， S. jessoensis SEEM.ヘ S. babylonica L., S. 

-integra THUNB. , S. Koriyanagi KIMURA, S. gracilistyla MIQ. , S. Bakko KIMURA, S. japonica 

THUNB. ネ(山形・釜f調U，東北パノレプ中川造林地，秋田市，能代市，福島・須賀川，栃木・藤岡，東京・目

黒，浅JII，元八王子，千葉・戸時，神奈川・下稲生〉。

生態:成虫，幼虫ともポプラ，ヤナギ類の棄を食し、，成虫で越冬する。 4 月中旬から 10 月まで 5~

6 回の世代をくりかえす。

卵は葉裏に平面的にかためて 7~30 粒産下する。卵期聞は 5 日内外， ふ化した幼虫は群集して葉肉の

み食べ，幼虫期間は 3 週間ぐらいである。葉裏に懸垂して帰化する。
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本種は各地に広く分布し，発生数も多いのでいたるところのヤナギ科植物に被害がみられる。

71. Smaragdina garretai ACHARD キムネナガツツノ、ムシ的 (Plate 18 : A )  

加害植物:成虫は 5~6 月に Salix japonica THUNB. * (山形・釜調U) の葉上でみられるが少なし、。

72. Cηptocephalus approximatus BALY パラツツノ、ムシ (Plate 18 : B )  

加害植物:成虫は 6~7 月に Populus Maximowiczii HENRY. Salix gracilistyla MIQ.汽 Salix spキ.

(山形・釜消〉などの葉上で普通にみられる。

そのほかクリ，ノ、シノごしセイヨウリンゴ，オオイタドリ，ナシ， コナラ， ノイノパ1 ラ，モミミゾFイチコゴr ，

フジなどを食する2削)'的〉

7市3. Cryptocephalus instabilis BALY コヤツボシツツノ、ムシ (Plate 18 : C) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Salix gracilistyla MIQ. (山形・釜淵〉の葉を食ぺ，個体数が多レ。ノ、 γ

ノキ，ヨモギ，イタドリなども食べる刷、

� 4. Acrothinium gaschkevitchii MOTSCHULSKY アカスジノレリサノレハムシ (Plate 18 : D) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Salix gracilistyla MIQ. (山形・釜測〉の葉を食するが少なし、。 ノブド

ウ，ツユクサ， トサミズキ，ハッカ，ブドウなども食べる的。

75. Basilepta fulvipes MOTSCHULSKY ヨモギサノレノ、ムシ (Plate 18 : E) 

加害植物:成虫は 6~7 月に Populus deltoides M.ヘ P. Sieboldi MIQ*. Salix sp. (山形・釜湖〕の

葉を食べるが少なし、。

ヨモギ，キク，ギシギシ，キイチゴ，ハギ， リンゴ，ナシ， ウメ， ダイズ， イチヅク， オラ γダイチ

ゴ，ハンノキなども食べるべ

76. Chrysolina angusticollis MOTSCHULSKY オオヨモギノ、ムシ (Plate 18: F) 

加害植物:成虫は 9~10 月に Populus deltoides M.ヘ P. Maximowiczii HENRY*. Salix sp*. (山形

・釜淵〉の葉を食べているが少ない。

77. Agelastica coerulea BALY ハンノキハムシ (Plate 18 : G) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Populus Davidiana;ヒ P. Maximowiczii HENRY. Alnus spp. (山形・釜

沸U) の葉を食するが個体数は少ない。しかし，ハンノキ類では被害が多い。

そのほかコリヤナギ，ヤナギ類，シラカンバ，サクラ，オノオレカンパ，サワシパ，アカシデ，ハ‘ンパ

ミ，マノレノミハギ，セイヨウリンゴ，セイヨウナシなども食べる的。

78. Atrachya menetriesi FALDERMANN ウリハムシモドキ (Plate 18: 1) 

加害植物:成虫は 7~8 月に Populus alba L. *. P. Maximowiczii HENRY*. P. nigγa L*. (山形・釜

扮U) の葉上でみられるが少なL 、。

79. Fleutiauxia armata BALY クワノ、ムシ (Plate 18 : J) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Populus japono・gigaゾ. P. deltoidis MARSHALL*. P. Sieboldi MIQ.. 

Salix spp. (山形・釜湖)の葉上で普通にみられる。そのほかコウゾ，カジノキ，クワなども食べる的。

80. Loc加taea capreae cribrata SOLSKY ミズバショウハムシ (Plate 18 : M)  

加害植物:成虫は 5~6 月に Populus Sieboldi MIQ. *. P. alba L. *. P. Max抑制iczii HENRY*. Salix 

serissaefolia KIMURA*. S. g何cilistyla MIQ.汽 S. japonica THUNB. ホ(山形・釜i潟U. 神奈川・下稲生〉

の葉上で普通にみられるが被害は少なし、。
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西口聞は Populus Davidiana. 中条幻は Populus spp. , Salix spp. を記録している。

81. Monolepta dichroa HAROLD ホタノレノ、ムシ (Plate 18: L)  

加害植物:成虫は 6~9 月に Populus delto�es M.*, P. Maximowiczii HENRY* (山形・釜淵〉の葉上

でみられるが少なし、。

雑食性で農作物の害虫として著名である。そのほかスギ，カンパ，アカシア，ハンノキ，マンシュウニ

レ，ユーカリなどの苗木の葉も食べる2)。

82. Altica latericosta ]ACOBY ヤナギトピノ、ムシ (Plate 18 : N) 

83. Chalcoides plutus LATREILLE ヤナギミドリトヒツ、ムシ的 (Plate 18 : K)  

加害植物:両種の成虫は Salix jessoensis SEEM. の粗皮下や根元の地被物中で越冬し， 3 月下旬から活

動をはじめ， 6 月に Salix jessoensis S. *. S. serissaefolia KIMURA *, S. gracilistyla MIQ. (山形・釜

調~)の葉上で普通にみられる。

84. Crepidodera obscuritarsis MOTSCHULSKY "ロアシカワムネトピハムシ (Plate 18 : 0) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Populus Sieboldi MIQ. *, P. deltoides MARSHALLネ， Salix sp. * (山形・

釜淵〉の葉上でみられるが少なL 、。

そのほか次の種類がポプラ，ヤナギ類の葉を食害する。 Clytra laeviuscula RATZEBURG ヨツボシナガツ

ツハムシ， Smatagdina aurita LINN AEUS キボシナガツツハムシ. S. nigrocyanea MOTSCHULSKY ポプラ. 
ナガツツハムシ， S. nippone担sis CHUJÓ ヤナギナガツツハム・ン. C:γyptocephalus bilineatus LINNAEUS フ

タスクツツハム、ン， C. lnurbanus HAROLD セスジツツハムシ， C. nigγofasciatus ]ACOBY クロスジツツ

ノ、ムシ， C. sexpunctata LINNAEUS ムツボシツツハムシ， Pachybrachys eruditus BAL Y ホソツツハムシ，

Chlamisus spilotus BALY クヌギコプハムシ， Br仰lÌus obscurus LINNAEUS ブドウサノレハムシ. Tricho・

chrysea japana japana MOTSCHULSKY シロオピムクゲ、サノレハム‘ン. Chryso明ela tremulae FABRICIUS ポプ

ラハムシ. Gonioctena springlovae BECHYNÉ クロモンハム、ン. Phratora laticollis SUFFRIAN ヤマナラ、ンノ、

ムシ， Clitena fuscipennis ]ACOBY イタヤノ、ムシ， Galerucella linoela FABICIUS ノ、シパミハムシ2)削1)。

Family ATTELABIDAE オトシブミ科

85. Apod~官s geminus SHARP セアカヒメオトシブミ (Plate 18 : T) 

86. Apod~官s rubidus MOTSCHULSKY ウスアカオトシプミ (Plate 18 : U) 

87. Paratrachelophorus longicornis ROELOFS ヒゲナガオトシプミ

加害植物:上記 3 種の成虫は Populus Maximowiczii HENRY, P. Sieboldi MIQ. , Salix gracilistyla 

MIQ. (山形・釜淵)の葉を食ぺたり，揺鑑をつくるが個体数は少ない。

88. Byctiscus congener ]EKEL ドロノ、マキチョッキリ (Plate 18 : S)  

加害糠物: Populus Maxi桝owiczii HENRY 

生態:成虫は 5 月下旬から現われ，ポプラ類の新檎部に口吻をさし込み，樹液の上昇をしゃ断し，し

おれた部分の葉に 1 粒ずつ産卵して揺鑑をつくる。幼虫は枯れた揺監を食ぺ，老熟幼虫は土中に潜入して

婚化する。

そのほか Merhynchites interruptus Voss ヤナギノレリチョッキりはヤナギ類の新芽に産卵する向。
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Family BRENTHIDAE ミツギリゾウムシ科

89. Apion griseopubescens ROELOFS ケプカホソクチゾウムシ附

加害植物:成虫は Salix jessoensis SEEM. * C山形・釜淵〉の粗皮肉で越冬し， 4 月ころから出現して，

ヤナギ類の葉上でみられるが少なし、。

Family CURCULIONIDAE ゾウムシ科

90. Eteophilus urakoae MORIMOTO et ENDA ポプルスイネゾウモドキ町 (Plate 18 : W, Plate 

19: E~H) 

加害植物:成虫は Populus glandulosa NYEKI*, P. Sieboldi MIQ. *に多く ， P. alba LINNAEUS, P. 

Maxi拙owiczii HENRY*, P. Davidiana DODE*, P. Deltoides MARSHALげなどの葉い、くらか食べる。幼

虫は P. glandulosa の花穏を食べる(山形・釜測〉。

生態:年 1 回の発生で，成虫と卵で越冬する。卵は Populus glandulosaの花穂の中で越冬し，成虫は

加害樹の枯死枝の樹皮下や幹枝の粗皮内，裂け目などに潜入して越冬する。

成虫はヤマナラシ類が開花する 3 月上旬ころより活動をはじめる。この時期は平均 50~100cm の積雪

があり，樹幹上でも日当たりのよい面に多く集まり活発に筒行，交尾を行ない，気温の低下とともに行動

もにぶくなり，樹皮の裂け目などにはし、り，多くは頭部を根元にむけて静止する。

卵は前年の 10 月にヤマナラシの花芽に産みつけるのが普通であるが，翌春の 2~4 月産卵する個体も

ある。 1 雌の抱卵数は 4~11 粒である。卵越冬のものは 2 月中旬ころよりふ化し，幼虫は花穂の髄を食

べて成長し，落花とともに老熟幼虫は土中 5~10mmの深さに潜入し， 4 月下旬ころから土中で腕化し

つづいて成虫となる。新成虫は地表面に直径1. 5mm 内外の脱出孔をつくって飼い出し，ポプラ類の棄を

網目状に食する。

この新成虫は 6 月中旬ころより個体数が少なくなり，夏季には粗皮や地被物中で夏をすごし， 10 月ふ

たたび出現してヤマナラシの花芽に直径 0.5mm 内外の産卵孔をつくり，綿毛の聞に 1~2 粒産卵する。

本種の活動期と気温との関係について， 5 か年間 (1955~1959 年，山形分場調ぺ)の月平均気温を検

討すると1.8~18. OOC 内に成虫の活動がみられ， 20.0 oC 以上では活動しないようである。

91. Eteophilus rectinasus MORIMOTO et ENDA ヤナギイネゾウモドキ町 (Plate 18 : Y , Plate 

19: A~D) 

加害植物:成虫は Salix gracilistyla MIQ*. の葉を食ぺ， S. jessoensis SEEM.ぺ S. serissaefolia 

KIMURA*, S. Bakko KIMURA* などの葉もいくらか食害する。幼虫は S. gracilistyla の花穏を食う(山

形・釜t措ß)。

生態:年 1 回の発生で，成虫と卵で越冬するつ卵はネコヤナギの花芽の綿毛内で越冬し，成虫は粗皮

下や地被物中で越冬するが，ネコヤナギにくらべて粗皮の多いシロヤナギの太レ木は越冬の好適所のよう

である。

成虫は 3 月下旬ころより活動をはじめ，産卵する。卵越冬のものは早いものでは 2 月中旬ころよりふ化

し:幼虫は花穂の髄を食べて成長する。加害された花は結実することなし 5 月上旬ころより落花する。髄

の中で十分成熟した幼虫は土中浅く潜入して嫡化し， 5 月上旬ころより新成虫が出現し，ヤナギ類の新葉
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を網目状に食ぺる。

夏季には付近のシロヤナギ粗皮内で夏を過し， 10 月にふたたび出現して， ネコヤナギ花芽のをに直径

0.4~0.6mm の産卵孔をつくり， 1 芽に 1~6 粒産卵する。

前種にくらべて個体数が多く，幼虫によるネコヤナギの花穂の被害がはなはだしし、。

92. Eteophilus roelofsi FAUST アカイネゾウモドキ67) (Plate 18 : X) 

93. Eteophilus etrofuensis KÔNO エトロフイネゾウモドキ町

94. Eteophilus maculipennis PAYKULL モンイネゾウモドキ町 (Plate 18 : V) 

95. Eteophilus hirtipennis BEDEL ケナガイネゾウモドキ町 (Plate 18 : Z) 

加害植物:いずれも成虫は Salix spp. (山形・釜淵〉の棄を食い，前種の E. rectinasus と混せいし，

シロヤナギの粗皮下で越冬する。

そのほか E. notaroides KÔNO ムネピロイネゾウモドキは北海道に産し， E. Shikotanus KÔNO シコタ

ンイネゾウモドキは千鳥列島，北海道から記録され，成虫はヤナギ，ポプラ類の花芽に産卵する 67)。

96. Chlorophanus grandis ROELOFS オオアオゾウムシ (Plate 18 : Q) 

加害植物:成虫は 6~8 月に Salix gracilistyla MIQ.ヘ S. jessoensis SEEM.*, S. seバssaefolia KIMURA 

(山形・釜測〕の葉を食し，普通にみられる。

森本経技官のご教示によれば葉に産卵し，幼虫は根を食べるとし、ぅ。

97. Lepyrus japonicus ROELOFS フタキボシゾウムシ (Plate 18 : P) 

加害植物: Populus Maximowiczii HENRYキ， P. nigra LINNAEUS*, P. alba L., P. Sieboldi MIQ人

P. deltoides MARSHALL*, P. simonii CARRIER*. P. koreana REHDER*, P. nigraxp. Maximowiczii*, 

P. ko何回~aXP. trichocarpa*, P. euγamericana 1 ・ 154*. 1・ 214*， 1 ・ 455*. Populus spp. , Salix graｭ

cilistyla MIQ・. S. serissaefolia KIMURA*. Salix spp. (山形・釜湖，栃木・藤岡〉。

生態:成虫は 5~9 月にみられポプラ，ヤナギ類の葉を食い，ことに春期の挿木苗の新芽に被害が多

い。成虫は土中に潜入して越冬するが産卵箇所は不明。

98. Phyllobius 10叫星野ic仰官is ROELOFS リンゴヒゲナガゾウムシ (Plate 18 : R) 

加害植物:成虫は 5~6 月に Populus Sieboldi MIQ.ヘ P. glandulosa NYEKI*, Salix gracilistyla 

MIQ*. (山形・釜消〉の葉上に普通にみられるが，被害は少ない。森本 径技官のご教示によれば幼虫は

土中で根を食し，そこで順化するとしう。

99. Cyrtepistomus castaneus ROELOFS !l リイロクチブトゾウムシ

加害植物:成虫を 8 月に Populus Sieboldi MIQ. * (山形・釜淵〉から採集しているが少ない。

そのほか Rhynchaenus salicis LINNAEUS ヤナギノミゾウ . R. stig加。 GERMAR クロノミゾウの幼虫は

ヤナギ類に潜入し， Curculio albovittatus KÔNO シラホシチピシギゾウ， C. murakamii MORIMOTO ムラ

カミチピシギゾウ， C. þarasiti叩S MORIMOTO ヤドリシギゾウの 3種の成虫はヤナギの葉に形成する Po

ntania 属のゴーノレに生息する。また Cyphicerus aceri KÔNO イタヤクチブトゾウの成虫は群集してヤナ

ギ類の葉を食す65%

Family SCARABAEIDAE コガネムシ科

100. Anomala cuprea HOPE ドウガネブイブイ
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101. Ano押，ala albopilosa HOPE アオドウガネ

102. Anomala geniculata MOTSCHULSKY ヒメサクラコガネ

103. Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY ヒメコガネ

104. Anomala daimiana HAROLD サクラコガネ

105. Mimela testaceipes MOTSCHULSKY スクコガネ

106. Popillia japonica NEWMAN マメコカ。ネ

107. Ad町'etus tenuimaculatus W ATERHOUSE チヤイロコガネ

108. Heptophylla picea MOTSCHULSKY ナガチャコガネ

109. Serica japonica MOTSCHULSKY ビロウドコガネ

加害植物:いずれも成虫は Populus spp., Salix spp. の葉を食ぺ， 一部の幼虫はポプラ類の苗木の根

を食害する。

Family TENTHREDINIDAE ハバチ科

110. Tric1n・ocampus populi ÛKAMOTO ポプラハパチ (Plate 20 : D-E) 

加害植物 : Populus Maximcwiczii HENRY, P. Koreana REHDER*, P. simcnii CARRIER*, P. Sieboldi 

MIQ. , P. nigra LINNAEUS, P. deltoides MARSHALL*, P. glandulosa*, P. pyramidalis*, P. japono ・

gigas*, P. euramericana 1 ・ 214*， 1-154ホ. 1 ・ 455*， PO抑lus spp. (山形・釜淵，長野・小諸)。

生 態:年 2 回の発生である。第 1 回目の成虫は 6 月上旬ころより出現し，卵を葉柄の内部に列状に産

下する。ふ化した幼虫は 1 葉に 5-25 頭生息し，若齢幼虫のうちは群集し， 頭部をそろえて葉肉のみ食

べるが成長するにしたがって分散し，主脈も食べる。

老熟幼虫は 7 月下旬から 8 月上旬に樹幹をったわって土中浅く潜入して繭をつくり帰化するが，業裏や

粗皮の間にも営繭する。

腕期聞は 2 週間内外。第 2 回目の成虫出現の最盛期は 8 月中旬ころである。羽化した成虫は活発に飛期

し，葉柄の両側に卵を 10-45 粒列状に産下する。 1雌の抱卵数は 50-120 粒。早いものでは 8 月下旬

よりふ化し，群集して食する。老熟幼虫は 10 月中旬ころより土中や地被物，まれに穿孔性害虫の坑道内

に繭をつくって越冬し，翌春踊化しつづいて羽化する問。

111. Stauronm帽a comp開店4ωrnis FABRICIUS サクックリハパチ (Plate 20 : F-G) 

本種は古くからポプラの害虫として知られている種類で稲村8叫が Pteronus ventralis SAG. ヤマナラシ

コパチとして記録しているのは幼虫の食害状況などから本種と考えられる。その後奥谷85)が兵庫県篠山で

採集し，英国の palisade sawfly から和名をサクックリハパチと新称した。また伊藤47)は長野県大原苗畑

で採集し，形態と生活史について報告した。

加害植物 : Populus Maximcwiczii HENRY. P. nigra LINNAEUS, P. koγeana REHDER, P. simcnii 

CARRIER, P. deltoides MARSHALL, P. Sieboldi MIQ., P. Davidiana DODE, P. marilandica, P. gelrica, 

P. robωta， P. alba L.*, P. koreanaXP. Trichocarpa犬 P. euramericana 1-154*, 1-214*, 1・455ヘ

P. Leipzigキ， P. japono ・gigus*， P. nigraxp. Maximcwiczii*, P. nigraxp. trichocarpa*, p_ 

grandis*, P. backelierii*, P. F:問問ontii*， Populus spp. , Salix gracilistyla MIQ. *, Salix sp. (山形・

釜測，東北パノレプ中川造林地，秋田・能代市，東北ノミルプ豊島苗畑，福島・須賀川，栃木・藤岡，東京・
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目黒，浅川，元八王子，群馬・奥日光，長野・小諸〕。

生態: 1 位代を完了するに要する期聞は夏季では 3~4 週間で， .，5'"'-'11 月まで 4 回以上，東京付近

では 6 回ぐらいの発生を行なう。山形県釜測では最初の成虫は 5~'6 月上旬に出現する'0 6 月上旬にはす

でに食害中の体長 5mm の幼虫がみられ，個体により遅速があるが 6 月下旬より食餌葉よ‘り落下し，地

被物や土中浅く潜入して営繭する。 rt涌期聞は 1 週間内外で 7 月上旬に第 2 回目の成虫が出現する。

卵は普通十分に成熟した葉裏の主脈に 1 粒ずつはなして 3~5個産下するがいときには側脈にも産卵す

る。卵はほぼ紡錘形でとがった方 1/3 ほど外部に露出している。卵期間は 5 日内外，ふイじした幼虫は最初

泡状の柵を周囲につくってから小さな穴をあけ，幼虫は穴の縁を胸脚で、つかまり胴部を腹面に軍事曲して食

する。幼虫期聞は1O~15 日である 14)23)。

そのほかヤナギ類の葉を食する Nematus crassus F ALLEN キアシヒゲナガハパチ， Pristiphora salicivora 

TAKEUCHI ヤナギアカモンハパチが知られている的。また Cimbicidae コンボウハパチ科の Pseudo.

clavellaira a刑erinae LINNAEUS オオヒラクチノ、ノ1 チ， Ci制bex lutea LINNAEUS. ヤナギノ、パチ， C. japonica 

KIRBY ノレリアシブトハパチはヤナギ，ポプラ類の葉を食う 40)0 Argidae ミフシハパチ科の Arge coerulei. 

pennis RETZIUS ヤナギチュウレンジはシダレヤナギの葉を食う的。
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図版説明 Explanation of plates 

Plate 1. 

A ~. D : Phassus excrescens BUTLER コウモリガ

A : Injures Populus Maximowiczii. ドロノキの被害木， B: Eggs. (x 14) 卵

C : Immature !arva in a stem of Polygonum cuspidatum. (X 3) イタドリ茎中の若幼虫

D : Pupa. (X 1) 踊

E ~ F : Aegeria asamaensis HAMPSON ポプラオオスカ、ンパ

E : Larvae feeding the sap-wood of Salix Matsudana var. tortuosa. ウンリュウヤナギの

辺材部を食べる幼虫 F : Pupa! case. 脱出殻

Plate 2. 

A ~ B : Zeuzera leuconotum BUTLER ゴマフボクトウ

A : Immature !arva in a stem of Populus euramericana. (X 2) ポプラ材中の若幼虫

B : Ova! pellets eliminated from a excremental ho!e. 外部に楕円形の木屑を排出する

C ~ F : Cossus jap側ica GAEDE ボクトウガ

C : Wooden excrements eliminated from a trunk of Salix sachalinensis. オノエヤナギの

被害木と排出された木屑

D : Crochets of abdominal !eg. (x 19) 幼虫腹脚の鈎爪

E : Larvae feeding a sap-wood of Salix serssaefolia. 被害木の横断面と幼虫

F : Eggs (X 15) 卵
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Plate 3. 

A ~ G : Agrilus suvorovi OBENBERGER ヤナギナガタマムシ

A : Adult (X5.6). 成虫， B: Pupa 踊. C: Pupal cell. 踊室

D : Emergence hole. 成虫脱出孔， E: Injured tree, Salix serissaefolia. コゴメヤナギの被

害木

F : Larval galleries. 幼虫の食痕， G: Mature larva. (x 4) 白老熱幼虫

Plate 4. 

A~B : Megopis sinica WHITE ウスパカミキリ

A : Female is apt to oviposit eggs into rotten wood. 腐朽部に好んで、産卵する

B : Injured tree, Populus nigra, in cross-section. 被害木の横断面と坑道内の幼虫

C ~ F : Mecynippus pubicornis BATES イタヤカミキリ

C : Oviposition traces in a row. 産卵食痕

D : Eggs. (x 1. 5) 1 列に産みつけられた樹皮下の卵

E : Injured tree, Salix gracilistyla. ネコヤナギの被害木

F : Larva and adult in a pupal cel1.材中の幼虫と脱出前の成虫

Plate 5. 

A~C : Anopl�hora malasiaca THOMSON ゴマダラカきキリ

A : Injures trunk and emergence holes of adult, Alnus sp. 樹皮下の被害状況と成虫の脱

出孔

B : Eggs 根元の樹皮に産下した卵， C: Larvae' 幼虫と被害木

D~F : Batoceγa lineolata CHEVROLAT シロスデカミキリ

D : Oviposition traces on a trunk of Populus Maximowiczii, ドロノキの産卵食痕
E : Eggs under the bark. 樹皮下の卵

F : Attacked trunk of Populus Maximowiczii, ドロノキの被害木

Palte 6. 

A ~ C : Apriona ge円nari japonica THOMSON !J ワカミキリ

A : Injure tree, Populus Maxinowiczii. ドロノキの被害木

B : Oviposition hole. 産卵食痕

C : Larva. (x 1. 5) 材中の幼虫

D~F :Cγ'yptorrhynchus lapathi LINNAEUS ヤナギシリジロゾウムシ

D : Injured tree, Salix gγacilistyla. ネコヤナギの被害木

E : Mature larva. 老熟幼虫， F: Larvai galleries. 被害材

Plate 7. 

A ~ B : Dead or weakened populars after the defoliation fed up by Clostera anastomosis 

seriously are attacked by Xyleborus spp. セグロシャチホコ幼虫の食害後にザイノキク

イムシ類の寄生で枯死したポプラ

C~F : Xyleboγ包括 validus ErCHHOFF トドマツオオキクイムシ

C : Tunnel 食痕， D: Adult (x 10) 成虫， E, F: Inj町ed trunk. 被害材

G~H : Xyleborus saxeseni RATZEBURG サクセスキクイムシ

G : Tunnel 食痕， H: Adult (X 10) 成虫

1 : Xyloteγus sigηat回 FABRICIUS， adult. (X 10) カシワノキクイムシ

J : Xyleborus γubricollis ErcHHoFF, adult. (X 10) アカクピキクイムシ

Plate 8. 

A : Galls of Pemphigus niisimae MATSUMURA on the leaf of Populus Maximowiczii. ドロ
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ノキの葉に形成したドロハタマワタムシのゴーノレ

B~C : GaIls of Pemphigus dorocola MATSUMURA on the twig of Populus Maxi例owiczii. ド

ロノキの新梢に形成したゴール

D ~ F : GaIl of Rhabdophaga rosaγia H. LOEW ヤナギシントメタマパェ

D : Rose-like gaIl.バラ花状のゴーノレ， E: Oviposition site. 産卵箇所(矢印〉

F : GaIl showing the inside. 内部の被害状況

Plate 9. 

A ~ E : Rhabdophaga salicivora SHINJlヤナギェダタマパェ

A : GaIls on the twig of Salix jesso側sis. (X 1 )シロヤナギ小枝に形成したゴール

B : Larva of parasitic BRACONIDAE in a gaIl. (X 4 )ゴール内の寄生蜂の幼虫

C : Pupa. (X -t )踊， D: Mature larva, (x 20) 老熟幼虫， E: Adult. (x 6 )成虫

Plate 10. 

A : GaIls of Rhabdophaga sali. y側ai SHIN]I，ヤナギツトフシタマバエのゴーノレ

B : GaIls of Rhabdophaga yanagi SH悶11. ヤナギカタガワタマパェのゴーノレ

C ~ D : Pontania sp. シパヤナギノ、パチ

C : GaIls on the underside of the leaf of Salix iap側ica， ・ンパヤナギの葉裏の葉脈に形成

しTこゴール

D : GaIls showing larvae. (X 3) ゴール内の幼虫

Plate 11. 

A~ F : Pontania sp. カワヤナギノ、パチ

A : Gal1s on the vein of Salix Koriyanagi. コリヤナギの葉脈に形成したゴール

B : Extrication hole of larva on the gal1.幼虫の脱出孔

C : Larva in a gal1. (x 15) ゴール内の幼虫

D : Pockets for oviposition. 産卵食痕

E : Egg. (X 23) 卵， F: Female in oviposition. 産卵中の成虫

Plate 12. 

A : Mines of Phyllocnistis saligna ZELLER larvae. ヤナギコハモグリ幼虫の食痕

B : Mines of Lithocollethis pasto何lla ZELLER larvae. ポプラコハモグリ幼虫の食痕

C : Larva of Hedia acharis BUTLER ヤナギサザナミノ、マキの幼虫

D : Larva of Archips ingentana CHRISTIPH オオアトノ、マキの幼虫

E : Larva of Teliphasa elegans BUTLER ナカアオフトメイガの幼虫

F : Larva of Apoda dentatus ODERTH� (X 4) ムラサキイラガの幼虫

Plate 13. 

A : Larva of Narosoideus flavidorsalis STAUDlNGER. (X 2) ナシイラガの幼虫

B : Larva of Parasa sinica MOORE (X 2 )クロシタアオイラガの幼虫

C : Larva of Parasa consocia W Alker (X 2 )アオイラガの幼虫

D : Larva of Cnidocampa flavescens W ALKER (x 2 )イラガの幼虫

E : Mature larva of Gastropacha populifolia ESPER (X 1. 3) ホシカレハの老熟幼虫

F: : Eggs of Gastropacha populifolia ESPER (X 1. 3) ホシカレハの卵

G : Mature larva of Poecilocan:ψa populi LINNAEUS (X 2 )ウスズミカレハの老熱幼虫

H : Larva of Zamacra juglansiaria GRAESER (X 2 )オカモトトゲエダシャクの幼虫

Plate 14. 

A : Larvae of Euproctis similis FUESSLY (X 1 )モンシロドクガの幼虫

B : Larva of Apatele rumicis oriens STRAND (x 1. 5) ナシケンモンの幼虫
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C : Larva of Catocala elacta zalmunna BUTLER C x 1. 5) ペニシタパの幼虫

D : Larva of Orthosia lizetta BUTLER CX 1. 5) クロミミキリガの幼虫

E : Larva of Orthosia carni pe側is BUTLER C x 1. 5) アカパキリガの幼虫

F : Larva of Mamestra illoba BuTLER C x 1. 5) シロシタヨトウの幼虫

G : Eggs of Dictyoplica jap側ica MOORE C x 1. 5) クスサンの卵

H : Immature larvae of Dictyoplica jap側ica Moore !l スサンの若幼虫

Plate 15. 

A~D: Micro慨elalopha troglodyta GRAESER ヒナシャチホコ

A : Eggs on the underside of leaf. C x 4 )薬衰の卵

B , C: Injured patches by the immature larvae. 若幼虫の加害状況

D : Mature larva C x 4 )老熟幼虫

E ~ G : Clostera anastomosis LINNAEUS セグロシャチホコ

E : Egg-mass. C x 3) 卵塊

F : Larvae on the trunk. 樹幹上の幼虫(大発生， 1961) 

G : Defoliate populars (Aug. 12, 1961). 全葉食害されたポプラ類

Plate 16. 

A~B : Closte何 anachorete FABRICIUS ツマアカシャチホコ

A : Eggs (X 2) 卵， B: Mature larva. (x 2 )老熟幼虫

C : Larva of Pheosia fusiformis MATSUMURA (x 1. 5) シロジマシャチホコの幼虫

D : Larva of Cerura erminae menciana ESPER (X 1 )オオモクメシャチホコの幼虫

E : Eggs of Cerura vinula LINNAEUS (x 6) モタメシャチホコの卵

F : Mature larva of Cerura vinula LINNAEUS モクメシャチホコの老熟幼虫

G : Eggs of Haゆyia lanigera BUTLER (X 2 )ナカグロモクメの卵

H : Mature larva of Harpyia lanigera BUTLER ナカグロモクメの老熟幼虫

Plate 17. 

A : Larvae of Malacosoma neωtγia testaacea MOTSCHULSKY オビカレハの幼虫

B~D :5桝erinthus planus planus W ALKER ウチスズメ

B : Eggs (x 6) 卵， C: Mature larva (x 1. 2) 老熟幼虫

D : Cocoons of parasitic Apanteles liparidis. (X 1) 幼虫の体内より脱出して繭化した寄

生蜂のプランコサムライコマユパチ

E : Immature larvae of Hyphantria cunea DRURY (X 1 )アメリカシロヒトリの若幼虫

F : Immature larvae of Camptoloma interiorata W ALKER サラサヒトリの若幼虫

Plate 18. 

A : Smaragdina garretai ACHARD (X 4 )キムネナガツツハムシ

B:Cγyptoceρhalus spproximatus BALY (X 4 )パラツツハムシ

C : Cryptocephalus instabilis BALY (X 4 )ヨヤツボシツツハムシ

D : Acrothinium gaschkevitchii MOTSCHULSKY (X 4 )アカスヅルリハムシ

E : Basilepta fulvipes MOTSCHULSKY (X 4) ヨモギサルハムシ

F : Chrysolina angusticollis MOTSCHULSKY (x 4 )オオヨモギハムシ

G : Agelastica coe門Ilea BALY (X 4) ハンノキハムシ

H : Chrysomela vigintipunctata SCOPOLI (X 4 )ヤナギハムシ

1 : Atrachya menetriesi F ALDERMANN (X 4 )ウリノ、ムシモドキ

J : Fleutia悶ia armata BALY (x 4) クワハムシ

K : Chalcoides plutus LATREILLE (x 4) ヤナギミドリトピハムシ
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L : Monole�ta dichria HAROLD (X 4 )ホタノレハムシ

M: Loch間aea capγeae cribrata SCLSKY (X 4 )ミズパショウハムシ

N : Altica latericosta JACOBY (X 4) ヤナギトピハムシ

o : Cre�idodera obscuritarsis MOTSCHULSKy (X 4 )クロアシカワムネトピハムシ

P : Lepyrus jap側icus ROELOFS (X 4 )フタキボシゾウムシ

Q : Chlorophanus grandis ROELOFS (X 4 )オオアオゾウムシ

R : Phyllobius longicornis ROELOFS (X 4 )リンゴヒゲナガゾウムシ

S : Byctiscus c，叩gener JEKEL (X 4) ドロハマキチョッキリ

T : Apoderus geminus SHARP (x 3. 4) セアカヒメオトシプミ

U : Apoderus rubidus MOTSCHULSKY (x 3.4) ウスアカオトシブミ

V: Eteophilus maculipennis PAYKULL (x 9) モ γイネゾウモドキ

W : Eteophilus urakoae MORIMOTO et ENDA (x 10) ポプノレスイネゾウモドキ

X : Eteophilus roelofsi FAUST (x 11) アカイネゾウモドキ

Y : Eteophilus rectinasus MORIMOTO et ENDA (x 9) ヤナギイネゾウモドキ

Z : Eteophilus hiγtipennis BEDEL (x 10) ケナガイネゾウモドキ

Plate 19. 

A ~ D : Eteo�hilus rectinasus MORIMOTO et ENDA ヤナギイネゾウモドキ

- 39-

A : Oviposition holes of Eteophilus rectinasus on the fiower・bud of Salix gγacilistyla. 

(X 4) ネコヤナギ花芽にみられるヤナギイネゾウモドキの産卵孔

B : E.gg and young larva (x 11) 花芽内の卵と若幼虫

C : Mature larva in the fiower-spike of Salix gracilistyla. ネコヤナギ花穂内の老熟幼虫

D : Salix gracilistyla injured by the weevils of E. 間ctinasus. 成虫によるネコヤナギの被

害葉

E ~ H : Eteophilus urakoae MORIMOTO et ENDA ポプノレスイネゾウモドキ

E : Oviposition hole of Eteophilus urakoae on the fiower・bud of Populus glandulosa. (x 

4) ヤマナラシの花芽にみられるポプルスイネゾウモドキの産卵孔

F : Eggs in the fiower・bud of Populus glandulosa. ヤマナラシ花芽内の卵

G : Mature larva in the fiower-spike of Populus glandulosa. 花穂内の老熟幼虫

H : Immature adult. 土中の新成虫

Plate 20. 

A : Mature larvae of Chrysomela populi LINNAEUS (X 1) ドロノキハムシの老熟幼虫

B : Pupae of Chrysomela vigintipunctata ScOPOLI (X 2 )ヤナギハムシの踊

C : Eggs of Plagiodera varsicolora distencta BALY (x 3) ヤナギノレリハムシの卵

D : Larvae of Trichiocampus populi OKAMOTO (X 1. 2) ポプラノ、パチの幼虫

E : Eggs of Trichiocampus ρopuli OKAMOTO laid into leaf-stalk. 業柄に列状に産下したポ

プラハパチの卵

F : Feeding larvae of Stauronema c酔匁，pressicornis F ABRICIUS and the palisade made by a 

kind of spittle. 泡状物で柵をつくり食するサクックリハパチの幼虫

G : Eggs of Stau何nema compressicornis FABRICIUS on vein. 葉脈に産下したサクックリハ

バチの卵
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Studies on Insects Injurious to the Salicaceous Trees in Japan. 

Nobuo ENDA* 

(R駸um�) 

Since 1956, the author has made a study on the insects inlurious to the Salicaceous trees 

in the T�oku and Kant� districts. As a result of the investigation he discovered 111 species 

of injurious insects, comprising 16 species of wood-borers from 7 families, 8 species of 

gall makers from 3 families, and 87 species of defoliaters from 22 families. 
He described two new species under the name of Eteophilus urakoae MORIMOTO et ENDA 

and E. rectinasus MORIMOTO et ENDA (Curculionidae) as new to science in the course of the 

study. 

No fewer than 409 species of insects have been known as parasit疋s on the Salicaceous 

trees in Japan. But in his observation the active enemie~ are some of tl).ose insects menｭ

tioned in the following table. 

Destructive insects on the Salicaceous trees. 

Locality 
Species Fami1y 

Hokk州首h叫 K叩
Note 

Phassus excrescens Hepialialidae + 十十十 十件 事苦詩

Phassus camphoria 今 ? 十十 ? 書

Aegeria asamaensis Aegeridae ++ + q 

Zeuzera leuconotum Cossidae 十 + ++ 非

Aεγilus s叫加γ剖元 Buprestidae ? + + 
Megopis sinica Cerambycidae ++ +十 +十

Wood-borer 
Mecy判ippus pubicornis 十 十社 廿 幹。

Anoplophora malasiaca イ少 + 十十 十十

Batoceγa li悼eolata ク 十十 、 十十 非

A長γiona g町相町í j.母onica ~ ++ 十十十 非

Cryptorγhynchus lapathi Curculionidae 十社 十社 十件 事※

Xyleborus spp. Ipidae 十 + + 
. . 

Pem phigus spp. Eriosomatidae 十十 +十 + 持

Gall maker Rhabdophaga spp. Cecidomydae ? 十十 + 
Pontania spp. Tenthredinidae ? + + 
Malacosoma neustria testacea Lasiocampidae 十十 什 廿 非

Gastropacha populifolia ~ + + 
Ly例antria dispar Japonica Lymantriida巴 十十 +十 十 事※

Leucoma salicis 今 十十 十 書

Defoliater Mic問問elalopha troglodyta Notodontidae 争 + + 
Clostera anastomosis dシ 十ト 十件 十社 若※

Clostera anachoreta ~ 十 十十 廿 非

Cerura spp. 今 + 十 廿
Hyphantria cunea Arctiidae 廿 ※ 

* Second Laboratory of Forest Entomology, Government Forest Experiment Station, 
Meguro, Tokyo. 
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Locality 
Species Fami1y 

Hokkaido IT伽kul Kan 
Note 

S楓邑γi坑:th~叫s pla叫官S Sphingidae + 十 十

Chrysomela populi Chrysomelidae 社+ 十件 tt十 事

Chrysomela vigintipunctata ク + 十 十

Plagioderaversticolor distincta 。 +十 廿 十件 非

Defoliater Byctiscus c側.gener Attelabidae 十 十 十

Eteoph匀us spp. Curculionidae + 
Lepyrus japo明icus ー〉 + 十十 十

An四mala spp. Scarabaeidae + 十 + 事※

Trichiocampus populi Tenthredinidae 十ト 廿 +十 持※

Sta'叫γone楓aω閉会γessicoγ悦is 今 ? +十 什 神

+ : slight1y injurious 件: injurious 州: serious 事: continuous 

※: local or temporal outbreak 
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